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緑

の
ｙ
基

本

計

画

試

案

が
で
き
ま
し
た

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
右
寄
せ
く
だ
さ
い

緑

の
基
本
計
画

は
二
〇

二
〇

年
（
平

成
3
2年

）
を
目

標
年
度
と
し

て
、
樹

林
地

、
農
地

、

草
地

、
水
辺
や
公

園
・
緑

地
な
ど

、
緑
全
般

の
あ
る
べ

き
姿
を
展

望
し
、
緑
豊

か
で
美

し
い

街
並

み
と
市
民

の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
需
要

に
こ

た
え
、
「
み

ど
り
」
の

役
割
を
効

果
的
に
発

揮

さ
せ

る
た
め

の
指
針
と

な
る
計
画

で
す
。

今

回
は
そ
の
試

案
を
お

知
ら
せ
す

る
と
と

も
に
、
皆

さ
ん
か
ら

い
た
だ
い

た
ご
意
見

を
基

に

今
後
さ
ら
に

検
討
を
加

え
て
い

き
ま
す
の
で

、
ぜ
ひ

ご
意
見

を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

固
み

ど
り

と
花

の
課
ｔ
3
6
6・
7
3
7
8

番

計
両
の
策
定
に
当
っ
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や

提
案
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
平

成
８
年
1
2月
に
一
同
目
の
意
見

募
集
を
行
い
、
そ
の
意
見
を
参

考
と
し
て
素
案
を
作
成
し
、
さ

ら
に
９
年
８
月
二
回
目
の
意
見

募
集
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
二
百
八
件
の
意
見
や
提
案
を

い
た
だ
き
、
そ
れ
を
基
に
計
幽

試
案

が
で

き
ま
し

た

の
で

そ
の

内
容

を
お

知
ら
せ

し

ま
す

。

今

同

の
試
案

は

、
皆

さ
ん
か

ら

の
意
見

を
基

に
「
基

本
理

念
」

を

掲
げ

緑
の

将
来

像
を
実

現
す

る
た
め

、
三

つ
の
柱

か
ら

な

る

「
基

本
方
針

」
に
基

づ

き
「
計
画

の
目

標
」

を
策
定

し

ま
し

た
。

こ

れ
に
対

す
る

ご
意
見

を

い

た

だ
き

、
参

考
に
し

な

が
ら
緑

の
基
本
計
画
を
作
り
、
計
画
実

現
に
向
け
て
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

こ
こ
で
は
試
案
の
概
要
を
ご

紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
詳
し

い

内
容
を
知
り
た
い
人
は
、
２
月

９
日
月
～
2
7日
（

の
間
に
、
み

ど
り
と
花
の
課
お
よ
び
各
支
所

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

基本理念

本市の緑は

１．人や生き物にとって、快適で多様な環境をもたらすものであること。

１，あらゆる市民にとっ籌安心してそグ)恩恵が享受できるものであること・

１．市民の様々な期待に応えられるものであること。

１．市民の身近なつきあいや、様々な人の交流の場となるものであること。

１．将来の美しいまちなみづくりや災害に強いまちづくりなどに役立つも

のであること。

１．それぞれの地域の環境や歴史・文化、暮らしにあったものであること。

すべての市民が参加して、こ れらの緑を守り、つくり、育てます。

緑の将来像

市民の意見・提案

208 件の皆さんからの意見・提案は実に多岐

にわたっていました。

薹らしが自然と調和する緑園のふるさとまつど
緑花清流でつづる人とまち・自然の物語

◆
基
本
方
針
◆

都市の緑づくり

一級の舞台をつくるー

市全域とまちのまとまりを対象に､ 樹 林

を対象とした「自然環境の保全」や、３つ

の「緑の拠点」､まちのまとまりの特色を活

かした「緑の空間」､市全体をつなぐ「ネッ

トワークの形成」を行います。

11 のまちの緑づくり

一地域の緑の物語をつくるー

11の地域を対象に各地域
の特徴･特性に応じた｢公園

緑地の整備｣｢ 地域のネット
ワークの形成｣｢緑化の推進｣

を行います。

緑の担い手づくり

一緑を育て楽しむ協力体制づくりー

「市 民 」「 企 業 」「 市 」 を対

象 に 、 緑 化 活 動 及 び そ の 協 力

体 制 の確 立 を 行 い ま す 。

■ ご 意 見 を お 聞 か せ く だ さ い ■

ご意見などがありまし たら 、2月27 日金までに文書で 、

直 接みどりと花の課または 、最寄りの各支所の窓口にお

寄せく ださい。 また、みどりと花の課へ郵送も可能です。

(緑の基本計画試案は2 月９日(月卜27 日金の問に 、みどり

と 花の課および 各支所でご覧にな れます)。

■ 懇 話 会 の お 知 ら せ ■

緑の基本計画試案についての説明と意見交換を下記の

日程で行います。皆さんの参力[]をお待ちし てい ます。

期　日 時　問 会　 場

2/22(Eﾖ)

午 前1( 測 卜 正 午

一一一一一　 － 一一

午 後2 時 ～4 時

小金原市民 センター

市役所議会棟3 階

2寫 午後7 時～9 時 常盤平市民センタ ー

圉2 月16(ﾖ ㈲)ま で に ハ ガ 半 また は フ ァ ク ス で 参力[]希望

日･ 住 所･ 氏 名･ 電 話 番 号･ 参 加 人 数 を 記 入 して 、〒271-

8588 松 戸 市 根 本387 の5 松 戸 市 役 所 みど りと 花 の 課 叫1

368-9595 番 へ

※会場の 都合で参加日を変更させ ていただ ＜場合があります。

計画の目標i

基本方針を受けて2020年までに以下の緑が市内に展開されます。

◆南北2つの緑の拠点を江戸川でつなぐ 、秩序あるまちづくりのた

めの緑の前線、江戸川グリーンラインを形成します。

◆本市の、緑と風土の動力源となる自然と歴史と田園、３つのふ

るさとゾーンを形成します。

◆松戸市の緑の特徴であり、都市と自然の環境を調和させる江戸

川沿いの斜面樹林の重点的な保全に努めます。

◆人や生き物の行き交う 、街路樹や河川からなる緑のライフライ

ン緑と水のネットワークをつくります。

◆３つの緑の拠点、11 の地域公園、様々な身近な公園を配置し 、

市民一人当たり11m2 以上の公園緑地を提供します。

◆公共施設や民有地の緑化を推進することにより、市民一人当た

り１本、50万本の樹木を植栽します。

◆緑の愛護団体や､企業による緑化活動を支援し､ 市民・企業・市

による緑の協力体制を築きます。

人
口 と

世 帯

. . . . I ･ ¶ . - . ･ ･ J I ･ ･ ･ . I . ● | ･ , l I I ･ . ･〃 ･ ･ ･ ･ ■ -

1月１囗現在

人口461,126 人 ［-　29］

男233,874 人 ［- 112］

女227,252 人 ［＋　83］

世帯175,301 世帯［一　匆］

主な内容

市の事業資金融資を

ご利用ください

市／県民税の申告は

２/16～3/16 の間に

清流復活への大作戦

｢清流ルネッサンス21｣

情報チャンネル



1998 年(平成10 年)2月５日

中小企業者の皆さんへ
市の事業資金融資のご案内

市では中小企業者の振興育成のため､各種資金の融資相談窓口を開設しています。

近年の景気低迷の中、中小企業の経営基盤の安定を図るための経済変動等対策資金

融資や、新規開業者への資金需要に対応する開業育成資金融資など、中小企業者の

皆さんを支援しています。お気軽にご相談ください。

獣商工観光課融資係℡366-7327 番

■取引先の倒産や不渡手形の発生または売上減少で運転資金が必要な人■

融資の種類 融資限度額 利　率 返済期間 利子補給 その他

経済変動等対策資金 2,000万円 2.696～3.1% 5年以内 2.6%～3.1% 要保証人または担保

相談や融資を受ける際の手数料は不要です。安心してご利用く ださい

融資の対象

●1 年以上引き続き同一事業を営み 、納期の経過した市税を完納し 、次のいすれかに該当していること

①最近の売上減少が著しく 事業資金を必要としている人

②取引先の 倒産により売掛債権 が回収困難となっている人

・ 新しく事業を始める人または始めて間もない人■

融資の種類 融資限度額 利　率 返済期間 利子補給 その他

開業育成資金
運転 1,000万円 2.6%～3.1% 5年以内 2.696～3j ％ 要保証人

または担保設備 2,000万円 2.6%～3.5% 10年以内 2.696～3.5%

融資の対 象

●住民税等を完納し 、次のいずれかに該当していること

①3年以上継続して同一企業の従業員として勤務レ 同一事業で独立する場合､または開業し1 年未満

②特許もし くは実用新案を受 けている 者、または国県 等が認める資格にて開業しよう とする者 、

または開業し1 年未満

③開業 後6ヵ月以上1 年未満

攤 小 企 業 者 向 け 事 業 資 全 ■

融資の種類 融資限度額 利　率 返済期間 利子補給 その他

小企業者運転資 金 500 万円 2.6%～3.1% 5年以内 2.696～3.1% 無担保・無保証人

※注1小企業者設備資 金 500 万円 2.6%～3.5% 10年以内 2.6%～3.5%

融資 の対象

●1年以上引き続き同一事業を営み 、納期の経過した市税を完 納し ていること

●常E時雇用者が5 人以下 （卸小売業 ・サービ ス業2 人以 下）のこ と

※注1　 税額 一決算内容等により保証人または担保が必要になります

■ その他の事業資全 鑼

融資の種類 融資限度額 利　率 返済期間 利子補給 その他

運 転 資 金 2,000万円 2.6%～3.1% 5年以内 2.6%'～3.1% 750 万円以下

無担保・無保証人

※注2設 備 資 金 3,000万円 2.6%～3.5% 10年以内 2.6%～3.5%

融資 の対象

●1年以上引き続き同一事業を営み 、納期の経過し た市税を完納し ていること

※注2　 税額・決算内容等により保証人 または担保が必要になります

粗大ごみの

収集は

有料制です

昨
年
４

月

か
ら
、

粗
大

ご
み

は
一

点

に

つ
き

一
枚
（
千

円

）
の

処

理

券

を

購
入

し
、

粗
大

ご
み
に
張

っ
て

出

す

方
法

に
な

っ・
て

い
ま
す

。

ま
た

、
資
源

ご
み

か
ら

粗
大

ご
み

に

変
更
し

た
品

物
も

あ
り
ま

す

。

詳
細

は
粗
大

ご
み

に
つ

い
て

の
チ

ラ
シ
で

ご
確
認

の
上

、
お

申
し
込

み

く

だ
さ

い
。

受
け
付

け
月
～

金
曜

日

（
祝
日

・

振

替
休
日

・
年

末
年

始
を

除
ぐ
）
、
午

前

８
時
3
0
分
～

午
後

５
時

圉

電
話

ま
た

は

フ
ァ

ク
ス
で
粗
大

ご

み
受

付

セ
ン

タ

ー
℡
3
9
1・
0
0
0
7

番

、

囲
3
9
1
・
0
0
2
2

番

へ

醫

清

掃
業
務

課
業

務
第

。
係
ｔ
3
6
6・

7
3
3
3

番

歯
を
大
切
に

ｊ

歯

求

天

、

胃

求

天

Ｊ
ｆ
大

丈

夫

そ
の
四
十
九
　
日
本
人
の
歯
並
び

爾
こ
す
ａ

Ｑ
０
０
ｅ

唾
ｌ
勒
０
０
０
　
ヅ
氷
水

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
消

費
者
と
し
て
の
知
識
を
高
め
な
が
ら

普
段
の
暮
ら
し
の
中
で
生
じ
て
い
る

消
費
者
問
題
に
対
す
る
意
見
を
モ
ニ

タ
ー
か
ら
聴
か
せ
て

い
た
だ
き
、
そ

の
意
見
を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

施設見学会( 食品製造工場)

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
ｍ

滸
費
生
活
に

関
す
る
意
見

の
提
出
②
研
修
会
・
市

内
外
施
設
見
学
会
へ
の
参

具
⑤
テ
ー

マ
別

グ
ル
ー
プ
研
究
④
松
戸
市
消
費

生
活
展
へ
の
参
加

⑤
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
回
答

※
研
修
会
は
、
平
日
、
月
一
回
程
度

に
な
灯
ま
す
。

対
象
市
内
在
住
の
二
十
歳
以
上
の

人
で
、
過
去
に
市
の
モ
ニ
タ
ー
を
経

験
し
て

い
な
い
人
　

定
員
三

十
人

任
期
平
成
1
0年
４
月
１
日

か
ら
二
年

間

謝
礼
年
額

｝
万
八
千
円

圃
２
月
2
0日
脂
ま
で
に
、
電
話
で
消

費
生
活
課
消
費
生
活
係
℡
3
6
6
・
7
3

2
9
番
へ
、
応
募
用
紙
を
お
送
り
し

ま
す
。

平
成
1
0年
度

（
基
礎
編
）

(内容は変 わることがあり ます)主な研修内容

●
消
費
生
活
に
関
す
る
講
座
●

一

全
融
ビ
ッ
ク
バ
ン
を
迎
え
て
私
た
ち
が

す
べ
き
こ
と

・
Ｐ
し
法
と
消
費
者
の
役
割

一

知
ら
な
き
や
損
す
る
契
約
ト
ラ
ブ
ル
解

決
法

一

あ
な
た
の
保
険
は
大
丈
夫
９
　

生
命
保

険
の
見
直
し
方

●
衣
食
住
に
関
す
る
講
座
●

・

簡
単
／
無
添
加
手
作
り
お
や
つ
（
調
理

実
習
）

一

衣
類
の
豆
知
識
　

新
素
材
の
取
扱
い

●
住
ま
い
の
収
納

、
お
掃
除
術

●
市
内
外
施
設
見
学
会
●

●
農
業
見
学
会
●

平

成
1
1
年

度

（
専

門

編

）

●
各
グ
ル
ー
プ
の
研
究
テ
ー
マ
に
汨
つ
た

講
座
●

、

●
松
戸
市
消
費
生
活
展
へ
の
参
加
●

●
研
究
発
表
報
告
会
●

●
市
内
外
施
設
見
学
会
●

●
農
業
見
学
会
●

平成8･9年度

消費生活モニター

松 尾 久 香 さん

消
費
生
活
を
担
う
中
で
生
じ
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
、
一
つ
で
も
研
究

し
て
物
知
り
消
費
者
に
な
り
た
い
と

思
い
応
募
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
グ
ル

ー
プ
は
、
「
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
に
つ
い
て
、
身
近
な
家

庭
か
ら
取
り
組
め
る
対
策
や
リ
サ
イ

ク
ル
の
状
況
な
ど
を
日
常
生
活
の
中

か
ら
調
査
研
究
し
ま
し
た
。

各
種
講
座
や
見

学
会
に

も
参
加

し
、
多
く
の
人
と

意
見
交
換
で
き
モ

ニ
タ
ー
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
で
き

ま
し
た
。

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

近

年
、

若

い
人

の
歯

並

び
が
悪

く

な
っ
て

い
る
と

い
う
こ

と

が
よ

く

い
わ

れ
て

い
ま

す

。
具

体

的
に

は

、
ど

の
程
度

の
割
合

で
歯
列
不

正

が
発
生
し

て

い
る

の
で
し

ょ
う

か

。ま

ず
、
奥

歯

の
噛
み

合
わ
せ

の

関
係

が
正
し

く

な

い
も

の

の
割

合

を
見

る
と

、
約
二

〇
％

で
何

ら
か

の
不
正

が
生
じ
て

い
ま

す
。
ま
た

、

奥
歯

の
噛

み
合

わ
せ

が
正

常

な
場

合
で

も
前

歯

の
生

え
方

が
異

常
な

者

の
割

合
は
多
く

、

歯
列
全
体

で

み

る
と

八
〇
％
以

上

に
何
ら

か

の

異

常
を
持

っ
て

い
ま
す

。

最

近

の
傾
向
で

は

、
特

に
叢

生

（
前

歯

が
重

な

っ
て

が
ち

ゃ

が
ち

や
に

生
え

て

い

る
）

や

、

過

蓋

咬

合

（
噛

み
合

わ
せ

が
深
ぐ

卜

の

前

歯

が
下

の
前
歯

の
Ｉ
．分

の
一
以

上

を
覆
ケ

も

の
）

の
多

さ

が
目

立

っ
て

い
ま

す

。
ち

な
み

に
、
同

じ

ア

ジ

ア

ー
モ

ン

ゴ

ロ
イ

ド
系

で

、

発

達
し

た
歯
と
歯

列

を
も

つ
と

い

わ
れ
る
南

太
平
洋

の

フ
ィ
ジ

ー
人

で

は
、
不

止

の
割

合

は
五
十

八
％

程
度

に
と

ど
ま

っ
て

い
ま
す

。

戦
後

、
日
本
人

の
食

生
活

は
著

し
ぐ

欧
米

化
し

て
栄

養
的

に
は
脂

肪

や

タ
ン

パ
ク
質

の
摂
取

が
飛
躍

的

に
増
加

し

、
一
方

で
は
軟

食
に

よ

る
咀
嚼

機
能

の
低
下

を
招

い
て

い
ま

す

。
統
計

的
に
見

る
と
日

本

人

の
頭

の
形

は

次

第

に

短

頭

化

（
頭
蓋
骨
の
幅
と
奥
行
き
の
比

滓

が
Ｉ
に
近

づ
き
、
前
後
に
長

い
楕

円
型
が
次
第
に
円
型
に
な
っ
て
い

る
）
し
て
お
り
、
鼻
の
下
が
垂
直

に
近
く
な
り
、
顔
の
長
さ
が
長
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歯

の
大
き
さ
は
特
に
歯
冠
部
で
大
き

く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
中
で
も

歯

の
幅
の
増
加

が
目

立

っ
て

お

り
、
歯
の
幅
の
総
和
と
歯
槽
骨
の

大
き
さ
と
の
調
和
が
と
れ
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
歯

根
の
長
さ
は
短
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
明
ら
か
に
小

児

の
軟
食
傾
向

が
進
ん
で
お
り
、

そ
れ
が
歯
根
の
発
達
を
悪
く
し
て

い
る
こ

と
も
十
分

考
え

ら

れ
ま

す
。き

れ
い
な
歯
並
び
と
正
し

い
噛

み
合
わ
せ
は
健
康
に
と
っ
て
、
ま

た
美
容
に
も
薇
要
な
も
の
で
す

。

気

に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
し

た

ら
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

（
松

尸
歯
科
医

鬯

石

市

役

所

へ

は

電

車

や

バ

ス

で

２

月

・
３

月
は
、
駐
車

場
が
特
に
混
雑

し
ま
す
の

で
、
ご
来

庁
の
際
に
は

、
電
車
・
バ

ス
等
の
ご
利
用

を
お
願
い
し

ま
す
。

鵞
管
財
課
庁

舎
管
理
係

℡
3
6
6
・
7
3
1
6

番

広報まつど

Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
　

―－

―
ｉ－

冫

屎

ｌ

冫

か

苳

翦

釦

が

に
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種

い

も

を

植

え

付

け

た

と

き

か

ら

、
あ

な
た

は
農
園

オ

ー
ナ

ー
。
成

育

状
況

を
見

な

が
ら

、

い
も
掘
り

が

体

験
で

き
ま
す

。

新
鮮

な
じ

ゃ

が
い
も
を

ご
家

族
で

昧

わ

っ
て
み
ま

せ

ん
か
。

期
間

種

い
も

の
植
え

付

け

（
２

月

下

旬
）
か
ら
収

穫
（
６
月

下

旬
）
ま
で

地

区
下
火

切
　

区
画

十
平

方
む
　

費

用

一
区
画

三
千

円
　

予
想

収

穫
量
十

六
い

程

度

※
植

瓦
付

け

、
肥

培
管

理
は

農
家

が

行

い
ま

す
。

圉
２

月
2
0
日
（

〔
必

着
〕
ま
で

に
、
往

復
（

ガ
キ

に
区

画

数

・
住
所

・
氏
名

余

り

が
な
）
・
電

話
番
号

を
記

入
し

て

、
一
丁
2
7
1
－
8
5
8
8

松
戸

市

根

本

三

八

七
の
五
松

戸

市
役
所

農

政
課
内

松

戸
市

都
市

農
業

振
興

協
議

会
じ

ゃ

が

い
も
係

へ

問

農

政
課
農

政
係

ｔ
3
6
6・
7
3
2
8

番

土への愛着を深めませんか

市
・
県
民
税
の
申
告
は

２
月
1
6日
～
３
月
1
6日
の
間
に

申

告
を

す

る
人

…
平

成
1
0
年
１

月

１

日
現
在

、
市

内
に
住

ん
で

い
て

、
９

年

中

に
Υ
所

得

が
あ

っ
た

人
⑦
退

職

し

た
人

③
所

得

が
な
く

、
ど

な
た

の

扶

養

に
も

な
っ
て

い
な

い
人

①
給

与

所

得
以

外

の
所
得

が
二
十
万

円
以

下

の
人

（
確
定

収

告
の
必
要

は

あ
り
ま

せ
ん
が
、
市
・
県
民

税

の
収
告

は
必
要

で
す
）
な

ど

※
収

告
を
し

な

い
場

合

、
各
種
手

続

き

に
必
要

な
証
明

書

等
の
交
付

が

受
け

ら

れ
ま
せ

ん
。

申

告
を

し

な

く
て

も
よ

い
人
：
①

給

与
所

得

の
み
で

、
勤
務
先

か
ら

給

与

支
払

報
告

書

が
市

役
所

に
提

出

さ

れ
、
住
民

税

が
天
引

き
さ

れ
る
人
（
勤

務
先
で

確
認

し
て

く
だ

さ

い
匸

旦

府

得

税

の
確
定

申
告
書

を
提
出

す

る
人

準

備

す

る
も

の
…

①
収

支

の
分

か

る
帳

簿
な

ど
②

源
泉
徴

収
票

・
給

与

明

細

書

・
支
払
調

書

な
ど
③

９
年

中

に
支

払

っ
た
健
康

保
険

料

・
国
民

年

金
保

険
料

・
生
命

保
険

料

・
損
害

保

険
料

・
医

療
費

な

ど
の

領
収

書
ま

た

は
証

明
書

④
印
鑑

⑤
配

偶
者

の
収
入

が
分

か
る

も
の

受

付
日

時
…

２

月
1
6日

月

～
３

月

1
6日

月

（
土

・
日

曜
日

を

除
ぐ
）

午

前
８

時

丿
分

～
午

後
５

時

受

付

場

所

…

市

役
所

本
館
二

階

大

会
議

室
ま

た
は
各

支
所
一
（
た

だ
し

３

月

２

日
月

か
ら

常
盤
平

・
新

松
戸

支

所

は
各

市

民
セ
ン
タ
ー
と
な
口

幸
子

）

※
郵

送
に

よ

る
申
告
も

受
け

付
け

ま

す

。

※
期

間
中

は
駐

車
場

が
大

変
混
雑

し

ま
す
。
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
ぐ

だ
さ
い
。

問
市
民
税
課
℡
3
6
6
・
7
3
2
2

番

償

却

資

産

の

申

告

は

お

済

み

で

す

か償

却
資
産

の
法

定
申

告
期
限

（
２

月

２
日

）

が
過

ぎ
ま
し

た
。
ま

だ
申

告
し

て

い
な

い
人

（
個

人

・
法

人

）

は
、
至

急

、
巾
十告
し

て
く

だ

さ

い
。

な

お
、
正

当
な

事
酊

が
な

く
申
告

し

な

か
っ
た

り
、

虚
偽

の
申

告
を
し

た
場

合
は

、
過

料
等

を
科

さ
れ
た

り
、

不

利
益

な
扱

い
を
受

け

る
こ
と

が
あ

り
ま
す

の
で

ご
注

意
く

だ
さ

い
。

筒
資
産

税
課

税
課

償
却
資

産
係

℡
３

・
7
3
2
3

番

申告鈿iは皀と 凹E三j

確 まI申 告 は お 早 め に

税務署で所得税の還付申告を

受け付け中

対

象

①
サ

ラ
リ

ー
マ
ン
で
医

療
費

控

除
や
住

宅
取
得

等
特

別
控

除
を
受

け

る
人

、
客

年
の
途
中

で
退

職
し
た

人
（
そ
の
後
再

就
職

し
た
人

を
除
ぐ

）

※
申

告
書

の
提
出

は
郵

送
で

も
受
け

付

け
て

い
ま

す

が
、
控
え

が
必
要

な
人

は
切
手

と
返

信
坩
封

筒
を
同

封

し
て

く

だ
さ

い
。

※
４
月

ド
旬
ま

で
、
確

定
酊
十告
相

談

用

の

プ

レ
（

ブ

建

物

設

置

の

た

め
、
税

務
署

の
駐
車

場

は
使
用

で

き
ま
せ

ん
。

期　日 時　間

会　 場

税理士会

松戸支部

常盤平市民

センター

小全原市民

センター

新松戸市民

センター

六実市民

センター

2/17（

午
前９

聘

.-、30
正 分

午　
Ｓ

Ｓ　午

午 後
後

４

冂 侍

時
を
除
く
心/

○

18 團 ○

19 ㈲ ○ ●

20 廊 ○ ● ○ ●

23囲 ○ ● ○

24（ ○ ○ ○

25（ ○ ○

26 木 ○ ○ ○

27 廊 ○ ○ ○

3/ 2 ㈲ ○ ○

3（ ○
｜

税務署の出張相談・税理士会の無料相談

※税理士会松戸支部は松戸税務署の前にあります。

※○印は税理士会の無料相談 、●印は税務署の出張相談

※税理士会では 、小規模事業者や簡易な計算で済む人(贈与税･譲渡所得･消

費税を除く)の無料相談を行い ます。

※贈与税･譲渡所得･消費税の申告相談は税務署へ

※各会場とも車での来場はご遠慮＜ださい。

結
婚
ま
で
あ
と
チ
ョ
ッ
ト
・

新
婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
お
二
人
へ

結婚したばかりの人、結婚を控えた人を対象に、

婚前・新婚学級を開催します。

お二人の新生活かより豊かで幸せであるように、

この講座にご参加ください。

日　時 内　　　　　 容

2/19{:木)

午

後
６
時

30

分
Ｓ
８

時

30
分

｢夫婦で考えて みよう 冂

～ 現ｲ弋社会における家族の役割～

講師　順天堂大学医学部助教授・米林喜男氏

2衂

｢も つと知ろう　身体のこと 冂

～ 安心し て妊娠 ・出産を迎える ために～

講師　愛育病院産婦人科 ・加藤季子氏

3/5 木

「将来のお父さんお母さんへ 凵

～ビデオ「お父さんへ赤ち ゃんからのメッセ ージ」～

～ 健康チェックし てみませんか？～ （フ ードチェッ

クや自動血圧計等） 講師　健康課保健婦

対象未婚または新婚の男女(お1人での参力[]も歓迎) 会場中央保

ｲ建センター　定員先着30 人　費用無料

[弔2月18 日（ までに、電話で中央保健センターｔ366-7490 番へ

挺しか自諞鷏拶みつ分名分惱

再生自転車を即売

２
月
1
5
日
日

～
1
7
日
（

午
前

８
時

3
0分
～

午
後

３
時

会

場
生
き

が

い

福
祉

セ
ン

タ
１１
　
亟

発
台
薮

五

十
台

（
売

り
切

れ
次

第
終
了

）
　
価

格
七
千

円

～

一
万

一
千

円

交
通
五

香

駅
東

口

か

ら
新
京

成
ハ

ス

「
小

新
山

」
行

き
ま

た
は

「
柏
陵

高
校
」

行

き
で

、

新
栄
町

入
口

下
車

熈

社
松
戸
市

シ
ル

バ

ー
人
材

セ
ン

タ

ー
ｔ

捌
・
3
1
9
1

番

匙ぶ蟇 ・ ●,祉

４

N Ｏ j8

l 人日常生活用具

付等のご案内

囲ながいき課S366-7346 番
おせわ課　S366-7343 番

市
で
は
ね
た
き
Ｉ
老
人
や
痴
ほ

う
性
老
人
、
も
し
く
は
身
体
障
害

者

や
ひ
と
り
暮

ら
し
老
人
に
対

し
、
本
人

の
自
立
支
援
と
家
庭
で

介
護
し
て
い
る
方
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
日
常
生
活
用
具
を
給

付
、
レ
ン
タ
ル
ま
た
は
無
償
貸
与

し
て
い
ま
す
。

用

具

の

種

類

（
①

は
お
せ

わ

課

、

②

は
な

が
い
き
課

が
担
当

課

に
な

り
ま

す
）

●

給

付

用

具

①

ギ
ャ

ッ
チ

ベ
ッ
ド

ー
マ
ッ
ト

レ

ス

ー
エ
ア

ー
ハ

ッ

ド
車

い
す
・

人
浴

補

助
用
具

・
歩
行

支

援
用

具

爭

十

り

、
歩
行

器
等
）

腰

か
け
便

座
等
　

は
い
か
い

②

痴

ほ

う

性

老

人

徘

徊

感

知

機

器
・
火

災
警

報
器
・
自

動
消

火
器

●
レ
ン

タ
ル
用
具

①
電
動
ベ
ッ
ド
・
車
い
す
等

●

無

償
貸

与

用

具

①

ギ
ャ

ッ
チ

ベ
ッ
ド

ー
マ

ッ
ト
レ

ス

ー
エ
ア

ー
パ
ッ

ド
車

い
す

・

布

お
む

つ
等
（
一
日
十

枚
ま
で

。

所

得

税
非
課

税
世
帯

が
対

象
）

②
緊

急
通

報
装
置

・
火

災
警

報
器

（
前
年

の
所

得
税
非

課
税

世
帯

が
対

象
）

利
用
者
負
担
額

給
付
用
具
・
レ
ン
タ
ル
用
具
に

つ
い
て
は
、
生
計
中

心
者
の
前
年

の
所
得
税
額
に
応
じ
て
負
担
額
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

利

用
手
続
ぎ
の
方

法

老
人
日
常
生
活
用
具
給
付
等
の

サ
ー
ビ
ス
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
お
せ
わ
謀
・
な
が
い
き
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
（
用
具
の
種
類

に
よ
り
、

担
当
課

が
異
な
り
ま

す
）
。

そ
の
他
、
ね
た
き
Ｉ
老
人
や
ひ

と
り
暮
し
の
老
人
の
日
常
生
活
を

支
援
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
サ

ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

●
寝
具
乾
燥
消

毒
サ
ー

ビ
ス

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
ま
た
は
ね

た
き
り
老
人
を
対
象
に
、
月
一
回

健
康
保
持
を
目
的
に
、
無
料
で
寝

具
の
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

●

寝

具

水

洗

い

サ

ー

ビ

ス

ね
た

き
匯（
老

人

を
対
象

に
、

寝

具

の
防

臭
除

去
と
健

康
保

持
を
目

的
に

、
年
二

回
無

料
で
寝

具

の
水

洗

い
サ

ー
ビ

ス
を

実
施
し

て

い
ま

す
。

利
用
手
続

ぎ
の
方
法

な
が
い
き
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

（
婚
前

・
新
婚
学
級
）

－

１

・

来
署
の
際
は
電
車
か
ハ

ス
を
ご
利

用
ぐ
だ
さ
い
。

問
松

戸
税
務
署

℡
3
6
3
・
1
1
7
1

番

令
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清 流 復 活：ヘ/の 緊 急 行 動 計 画 「江 戸 川 ・ 坂 川 清 流 ル ネ …
……:り/ﾉｻﾞ ………ン ス ２/1

（/づ↓づ/……………，

松
戸
市
西
部
の
市
街
地
を
流
れ
、
江
戸
川
へ
と
流
れ
込
む
坂

川

。
急
激
な
都
市
化
に
よ
り
水
質
が
悪
化
し
ま
し
た
が
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
最
近
は
少
し
ず
つ
で
す
が
き
れ

い
な
川
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
坂
川
や
新
坂
川
が
今
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す

。

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
1
2年
）
ま
で
に
、
コ
イ
や
フ
ナ
な
ど
が
生

息
で
き
る
、
安
心
で
潤
い
の
あ
る
水
環
境
の
実
現
を
目
指
し

た

清
流
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
2
1緊
急
行
動
計
画
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

下
水
道
整
備
の
促
進
と
と
も
に
、
北
千
葉
導

水
事
業
や
松
戸

流
水
保
全
水
路
整
備
事
業
の
建
設
省
関
連
事
業

な
ど
に
よ
り
、

水
質
改
善
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
魚
類
の
生
息
や
親
水
活
動
に

必
要
な
水
量
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
2
1の
概
要
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

今
後
と
も
、「
川
や
水
に
や
さ
し
い
生
活
」
の
実
践
な
ど
市
民

の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
川
を
き
れ
い
に
す

る
課
ｔ
3
6
6
・
1
1
5
2

番

松

戸
市
な

ど
を

流
れ

る
江

戸
川

中

流
部

お
よ

び
坂
川

は
、
流

域
の
都

市

化

に
伴

い
水
質

汚
濁

が
進

み
、
水

質

の
環
境

基
準

値
を
超

え

る
状
態

が
続

い
て

い
ま
す

。
ま

た
、
江

戸
川
中

流

部
は
千

葉
県

と
重

只
都

を
合
わ
せ

て

約
四
百
万

人

の
水

道
水
源

と
な

っ
て

い
ま

す

が
、

水
質

の
悪
化

に
よ

り
カ

ビ
臭

や
カ
ル

キ
臭

な
ど

の
苦
情

が
寄

せ
ら

れ
て

い
ま
す

。

そ

ん

な
中

、
今

世
紀

中
に
緊

急
的

に
永

環
境
改

善
を

図

る
河

川
と

し
て

平
成

５
年
７

月

に
建
設

省
よ
り

清
流

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス
2
1
の
対

象
河
川

に
選

定

さ
れ
ま

し
た

。
行

政

（
松
戸

市

・

流
山
市

・
柏
市
お
よ

び
国

・
千

葉
県

）

と
地

域
住

民
代
表

、

学
識
経

験
者
お

よ

び
刹
水

者
を
代
表
し
て
衷

星
都
（
金

町

浄
水
場

）

が
一
体

と
な
り

「
清

流

ル

ネ

ッ
サ
ン

ス
2
1江

戸
川

・
坂
川
地

域
協

議

会
」

を
発

足

し
、
平

成
８
年

1
2月

、
二

〇
〇

〇
年

（
平

成
1
2年
）

ま

で
に
緊

急
的

に
水
環

境

改
善
を
図

る
た
め

の
行
動

計
画

（
清

流
ル
ネ

ッ

サ

ン
ス

哲

を
策
定

し
ま
し

た

。

今
後

は
、
こ

の
計
画

に

基
づ

き
、

流
域

の
住
民

と
行

政
が

。
体
と

な
っ

て

、
江

戸
川

で
は

「
安
全

で
お

い
し

い
水

の
実
現

＝
水
道

水
源

と
し
て

良

質

な
河
川

」
、
坂
川
で

は
「
魚

の
す
め

る
き

れ

い
な
川

＝
流
れ

が
あ
り

、
生

活

に
潤

い
を

与
え

る
河
川

」
を
目

指

し
て
行

動
を

開
始
し

ま

す
。
ま

た
、

計
画

に
は
、
二

〇

〇
〇
年

以
降

も
さ

ら
に

望
ま
し

い
水

環
境

に
向
け

た
努

力
を
し

て

い
く
こ

と
も
記

さ

れ
て

い

ま
す

。
き れ い な 水 を と り も ど す た め 。

江 戸 川 に つ く ら れ る 古 ヶ 綺 浄 化 施 設

古ヶ崎浄化施設は、坂川流域の水を すべて集め

て浄化し、流水保全水路へ流すもので す。この施

設によって、坂川の汚れの6～7 割が除去さ れ､ 流

水保全水路内の水質は、魚釣りができるほどきれ

いになります。また、同施設上部の一部に、たく

さ んの人が集まれる、ふれあいの広場として江戸

川松戸フラワーラインを整備しています。

清
流
ル

ネ
ッ

サ
ン

ス

剴一
の

目
標
水
質

◇

江

戸

川

お

よ

び

坂

川

の

目

標

と

す

る

水

質

■

江

戸

川
（
Ｂ

Ｏ

Ｄ

値

３

以

下

）

安
全

で
お

い
し

い
水
道

水
を
供

給

で
き

る
水
源

と
し

、
ま
た

、
江
戸

川

の
魚
介

類

を
食

卓

に
並

べ
る
こ
と

が

で
き

る
よ
う

、
安
全

で

よ
匯（
良

い
水

質

を
目

指
し

ま
す

。

■

坂

川

流
域

背
景

の
違

い
や
現
況

水
質

、

河
川

の
利
用

形
態

な
ど

か
ら

、
坂
川

放
水

路
と

坂
川
河
川

網

に
分
け

て
水

質

目

標
を
設

け
ま

し
た

。

①

坂

川

放

水

路

（

北

千

葉

導

水

路

）
　（

Ｂ

Ｏ

Ｄ

値

３

以

下

）

北
千

葉

導
水
路

と
し

て
水
道

水
源

が
流
下

す

る
こ

と
か
ら

、
江
戸

川
本

川

と
同
等

の
水
質

を
維

持
し

、
か
つ
、

ス

カ
ム

（
浮
上
汚

泥
等

）
発

生
防
止

等

に

十
分

な
水
量

を
確

保
し
ま

す
。

②

坂

川

河

川

網

（
坂

川

・

新

坂

川

等

）
　（

Ｂ

Ｏ

Ｄ

値
1
0
以

下

）

コ
イ

や

フ
ナ

が
産
卵

、
生
息
で

き
、

多
種

の
魚

類

が
生

息
し

や
す

く
、
昆

虫
類

で
は
ト

ン

ボ
や
カ

ゲ
ロ

ウ
、
貝

類
で

は

夕
二

シ

や
カ
ワ

ニ

ナ
、

エ
ビ

・

カ

ニ
類
で

は

ザ
リ

ガ
二
等

の
生

息
を
可

能

に
し
ま

す
。

ま
た

釣
り

や

水

遊

び
の
親

水
活

動
等

、

水
と
の
触
れ
合
い
を
可
能
に
す
る
水

量
・
水
質
を
確
保
し
ま
す
。

清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
2
1に
よ
る
施
策

◇

負

荷

（
汚

れ

）

の

削

減

■

下

水

道

整
備

の

促
進

坂
川

流
域

の
平

成

８
年
度

末

の
下

水

道
普
及

率

は
六
三

・
〇
％

、
水

洗

化

人
口

普
及
率

五
六

・
八
％

で
す

。

平

成
1
2
年
度

に
お

い
て
は

、
下
水

道

普

及
率

は
七
三

∴

％

、

水
洗
化

人

口

普
及

率
六
五

・
〇
％

ま

で
整
備

を

推
進
し

ま
す

。

■

合

併

処

理

浄
化

槽

の

普
及

促

進

一
定

の
区

域
で
補

助
金

を
交
付

し

て
合

併
処
理

浄
化
槽

の
普

及
促
進

に

努

め
ま

す

。

一

河

川

直

接

浄
化

施

設

の

整
備

坂

川
に

流
人
し

て

い
る
支
川

、
水

路
で
小

石

・
石

な
ど
を
利

用
し

た
浄

化
施

設

が
設

置

さ
れ
、

浄
化

効
果
を

発

揮
し
て

い
る
こ

と

か
ら
、

今
後

も

整

備
を
進

め
ま

す
。

■

家

庭
雑

排

水
対

策
の

推

進

家
庭
で

で

き
る
浄
化

対
策

（
台
所

の
ろ
紙
袋

、
石

け
ん

や
無
リ

ン
洗

剤

の
適
量
使
用

、

浄
化

槽
管
理

の
徹

底

等

）
に
つ

い
て
啓
発

し
て

い
き

ま
す

。

一

そ

の

他

坂
川

・
新
坂

川
で

オ
イ
ル

フ
　

’

ス
に
蓄
積
し
た

ゴ
ミ

を
除

去
し
ま
す

。

ま
た
、
浚
渫
や
事
業
所
排
水
対
策
等

を
行

い
ま
す
。

◇

安

全

で

お

い
し

い
水

の

確
保

一

流
水
保
全
水
路
の
整
備

こ
れ
ま
で
坂
川
か
ら
江
戸
川
に
流

入
し
て
い
た
汚
濁
水
を
直
接
江

戸
川

に
流
さ
ず
、
河
川
敷
に
新
た
に
設
置

し
た
水
路
に
流
下
さ
せ
ま
す
。
水
道

川
水
の
取
水
口
下
流
ま
で
バ
イ
パ
ス

す

る
こ
と
に
よ
り
、
利
水
障
害
の
解

消
お
よ
び
水
質
改
善
を
図
り
ま
す
。

◇

流
量

の

確

保

一

浄
化
用
水
、
環
境
用
水
の
導
水

坂
川
で
水
の
滞
留
に
よ
る
水
質
悪

化
の
防
止
お
よ
び
坂
川
の
流
伝
確
保

の
た
め
、
北
千
葉
導
水
路
か
ら
の
導

水
や
流
水
保
全
水
路
の
水
を
河
川
維

持
坩
水
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

一

雨
水
浸
透
施
設
の

設
置

洪
水
発
生
の
抑
制
お
よ
び
地
下
水

筮
の
確
保
を
図
り
、
湧
水
の
復
活
を

目
指
し
ま
す
。

一

そ
の
他

ド
水
処
理
水
の
還
元
と
し
て
、
処

理
水
を
新
松

戸
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

・
゛

神
明
堀
を
経
由
し
て
六
間
川
へ

継
続
し
て
放
流
し
ま
す
。

私

た
ち
に
も
で

き
る
「
川
に
や
さ
し

い
生
活
」

」
細

か

い

調
理

ク

ズ

も

流
さ

な

い台
所
の
流
し
に
は
三
角
コ
匚
ナ
ー

を
噐
百
二

胥
に

二
角
コ
匚
ナ
ー
や
排

水
口
に
は
『
ろ
紙
袋
』
欠

何
眄

細

か
い
ゴ
ミ
も
回
収
し
ま
す
。

■

食

器
や

鍋
に

つ

い

た
汚

れ
も

流

さ

な
い

食
卷
や
鍋
は
、
付
繼

し
た
汚
れ
を

ふ
き
取
っ
て
か
ら
漲
い
ま
す
。

■

洗

剤
は

き
ち

ん

と

使
う

洗
剤
は
、
石
け
ん
織

こ
益
ワ

ン
の

洗
剤
を
参
う
ん
と
計
量
し
て
使
い
ま

す

。川
の
汚
れ
の
原
因
を
見

る
と
、
そ

の
約
八
割
が
「
生
活
排
水
」
で
す
。

普
段
の
生
活
か
ら
、
少
し
で
も
川

に
や
さ
し
い
行
動
を
と
る
こ
と
で
、

川
は
確
実
に
き
れ
い
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。

み
な
さ
ん
も
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

河JII 愛 護 団 体 活 動 展

“あなたにできること、わたしにできるこど

河川愛護団体の活動状況を多くの人に知っていた

だき、また清流復活のため「あなたにできること、

わたしにできること」を考え実行してもらい、一日

も早く緑花清流のまちが実現できるように市民の皆

さんのご協力をお願いするものです。

皆さんのご来場をお待ちしています。

日時２月21日（ ～23 日㈲午前10時～午後６時

（21日は午前10時30分から）

会場伊勢丹松戸店新館９階アートスポットまつど

主催河川愛護団体懇談会、松戸市

内容河川愛護団体の活動状況、ビオトープ、湧水

徳川昭武撮影による明治時代の川の風景写真

などの紹介および展示ほか

費用入場無料

問川をきれいにする課Q366-1152 番

市

政

モ

ニ

タ

ー

募

集

募

集
人
数
三

十
二

人

任
期
二

年

（
平

成
1
0
年
４

月

１

日
～
1
2
年

３
月

3
1日

）
　

内
容

巾
政

に
つ

い
て

の
意

見
（
提
汢

）
の
提
出
（
随

時
）
・
市

か

ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

へ
の
回

答
（
年

三

回
程
度

）
・
会
議
や
研
修
会

へ
の
出
席

（
年

四
回
程

度
）
・
市

内
公

社（
施
設

の

見

学
（
年

一
回

）
・
市
議

会

の
傍

聴

応

蔓

貫
格
（
①
ｙ

⑤

の
要

件
を

す

べ

て
満
た

す
人

ご
士

萌
二
十

歳
以

上
で

松

戸
市

に
引

き
続

き
一
年

以
上

居
住

し

て

い
る
②

国
お

よ
び
地

方
公

共
団

体

等

の
職
員

で
な

い
③

収
議

会
議
員

等

公
選

に
よ

り
そ

の
職

に
就
任

し
て

い
な

い
印
本

収
の
審

議
会

責
具
な
ど
、

市

委
嘱

に
よ

る
職

に
就

任
し

て

い
な

い
⑤
過

去

に
市
政

モ

ニ
タ

ー
に
委
嘱

さ

れ
て

い
な

い
　

謝
礼

年
額

二
力

。

千

円
以

内

※
選

考
結

果
は
、

３
月
下

旬
に
応

募

者
全
員

に
通

知
し
ま
す

。

車
２

月
1
6
日
月

〔
必
着

〕
ま

で

に
、

（

ガ
キ
に
市

政

に

つ
い
て

の
簡
単

な

意
見

ふ

鬟
跖

機

・
什
餠

・
氏

名
（
ふ

り

が
な
）
　・
年
齢

・
職

業

・
性
別

・

電
話
番

り

を
記
入

し

て
、

干
2
7
1
－
8

5
8
8

松

戸
市
根

本
三

八
七

の
五
松

戸
市

役
所

市
民

相
談
室

（
ｔ
3
6
6・
7

3
1
9

番

）

へ

固

定

資

産
課

税

台

帳
の

縦

覧

平
成
1
0年
度
の
固
定
資
産
税
の
評

価
（
宅
地
）
は
、
最
近
の
地
価
下
落

傾
向
を
反
映
さ
せ
て
評
価
額
の
修
正

を
行
う
予

定
で
す
の
で
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
評
価
額
な

ど
の
内
容
を
ご
確
認
ぐ
だ
さ
い
。

３
月
２
日
月
～
2
0日（

午
前
８
時

3
0分
～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
を

除
ぐ
）
　
龠
環
市

役
所
本
館
二

階
会

議
室
　
持
ち
物
印
鑑
　
縦
覧

貫
格
納

税
義
務
者
・
代
理
権
を
有
す
る
人

問
資
産
税
課
税
課
ｔ
３
・
7
3
2
3

番パ

ー

ト

看

護

婦

・

保

健

婦

募

集

対
象

看
護

婦
（
准
看

護
婦

を
除
ぐ

）

・
保

健
婦

の
有
資

格
者

業

務
内
容

看
護

婦
＝
各
柿
検

診
等

の
看
護

業
哉

保
健

婦

―
検
診

・
相
談

業
務

肋

健
康
　

圦
診

係

℡
3
6
6・
7
4
8
7

番常

磐

新

線

お
よ

び
沿

線

整

備

に

係

る
禺

．人
道

の

環

境
影

響

評

価

書

の

紲

―
②

土

地
区

画

整

理

事

業

の

環

境
影

響

評
価

書

の

縦

覧

２
月
1
6日
月
ま
で
の
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
閉
庁
日
を
除
ぐ
）
縦
覧

場
所

①
県
計
画
課
（
県
庁
中
庁
舎
七

階
ブ
首

県
都
市
整
備
課

（
県
庁
南
庁

舎
六
階
）
①
②

市
都
市
計
画
課

憇
①
千
葉
県
都
市
部
計

幽
課

℡
㈲
・

2
2
3
・
3
1
6
8

番
、
②
千

葉
県
都
市

部
都
市
整
備
課
℡
圈
・
惆一
・
3
5
4

4
番
、
千
百

心
都
市
計
画
課
計
画
係

℡
3
6
6
・
7
3
7
2

番

野

ネ

ズ
ミ

退

治

・
薬
剤

に

よ

る

駆

除

を
実

施

農
作
物
を
食
い
荒
ら
す
野
ネ

ズ
ミ

を
退

治

す
る
た

め
、

農

耕
地

に
駆
除

剤

を

仕
掛
け

ま
す

の

で

、

ご
注

意
く

だ

さ

い
。

駆
除
期
間
２
月
1
3日
蛮
～
1
9日
水

※
近
隣
市
町
で
も
薬
剤
に
よ
る
駆
除

を
行
い
ま
す
の
で
、
駆
除
日
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
農
政
課
指
導
係
ｔ
３
・
7
3
2
8

番農

耕

地
に

犬

・

猫

な
ど

を

入

れ

な

い
で

Ｉ・

農
耕
地
に
犬
・
猫
な
ど
が
入
り
、

農
作
物
に
被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。

犬

・
猫
な
ど
が
農
耕
地
に
入
ら
な

い
よ
う
、
飼
い
主
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
政
課
指
導
係
ｔ
3
6
6
・
7
3
2
8

番

児

童

手

当

２
月

期

分

を
支

給
し

ま
す児

童
手
当
２
月
期
分
（
1
0月
～
１

月
分
）
を
指
定

預
金
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。
　
　

り

‘
　
二『
汗

２
月
1
0日（

以

上

降
に
受
け
取
っ
　
　
　
　
　
　

、。

て
く
だ
さ
い
。

対
象
①
現
況
届
を
期
間
内
に
提
出

し
、
引
き
続
き
受
給
資
格

が
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
人
②
平
成
９
年
６
月
以

降
、
新
規
に
認
定
さ
れ
た
人

※
現
況
届
未
提
出
の
人
は
、
至
急
援

護
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

児

童
手

当

の

要
件

に
該

当

の

人

は

申

請
を

要
件
①
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
こ
と
②
保
護
者
の
前
年
の

所
得
が
制
限
額
未
満
で
あ
る
こ
と

支
給
額
月
額
第
一
子
・
第
二
子

＝
五

千
円
、
第
三
子
以
降
＝
一
万
円

（
申

請
月
の
翌
拜
分
か
ら
支
給
）
　
受
付

窓
口
援
護
課
・
市
民
課
・
各
支
所

茴
援
護
課
援
護
係
ｔ
3
6
6
・
7
3
4
7

番国

民

健

康
保

険

被

保

険

者
証

が

更

新

さ

れ

ま
す

現
在
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
と
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者

証
の
有
効
期
限
は
、
３
月
3
1日
（

ま

で
で
す
。

該
当
す
る
世
帯
に
は
３
月
初
旬
に

新
し
い
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す

二

部
世
帯
を
除
ぐ
）
が
、
入
院
な
ど

で
自
宅
以
外
の
場
所
に
郵
送
を
希
望

す
る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※
新
し

い
被
保
険
者
証
は
屈
き
次
第

使
川
で
き
ま
す
。

※
古
い
被
保
険
者
証
は
、
国
民
健
康

保
険
課
・
市
民
課
・
支
所
に
お
返

し
く
だ
さ
い
。

鬪
国
民
健
康
保
険
課
資
格
給
付
係
℡

3
6
6
‘
７
ｑ
ｊ［
Ｄ
ｇａ
番

パ

ー
ト
看

護

婦

募
集

対
象
五
十
五
歳
く
ら
い
ま
で
の
看

護
婦
お
よ
び
准
看
護
婦
有
資
格
者

業
務
内
容
集
団
予
防
接
種
の
介
助
・

救
護
業
務

問
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
ｔ

巓
・

7
4
8
4
番

高

等

学

校

入

学

資

金

を

お

貸

し

し

ま

す

対

象

次
の
す

べ
て
に

該
当
す

る
人

①

経
済

的
な
理
由

に

よ
叺

咼
校

（
高

等
専

門
学

校
を
含

む

）
入
学

が
困

難

な
世

帯

②
成
績
良

好

、
品
行

方
正

で

出
身

中
学

校
長

が
推

薦
し
た

健
康

な

生
徒

で

あ
る
こ

と
③
保

護
者

が
松

戸

市

の
住
民

基
本

台
帳

に

．
年
以

」に
登

録

さ
れ
て

い
て

、
引

き
続

き
市

内

に

居

住
し
て

い
る
こ
と
手

車

内
（
特

別

な
事

情

を
除
ぐ

）
に

居
住
す

る
確

実

な

連
帯
保

証
人

が
得

ら
れ

る
こ
と

貸
付
額
公

立

八
万
円

、
私

立
三

十
万

円

、
併
願

十
四
万

円
　

募

集
期

限
３

月
1
0口
（

（
申
請

は

合
格

決
ま

圜
で

も
可

）

鬪

援
護

課
援

護
係

℡
３

・
7
3
4
7

番戦

没

者

遺
族

特

別

弔
慰

全

時

効

の

お

知

ら
せ

第
六
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
だ
、
請
求
さ
れ
て
い

な
い
人
は
至
急
手
続
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

対
象
①
こ
れ
ま
で
に
特
別
弔
慰
金

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
遺
族
②
平
成

元
年
４
月
１
日
か
ら
７
年
３
月
3
1日

の
間
に
、
公
務
扶
助
料
・
遺
族
年
金

等
の
受
給
者
が
死
亡
等
に
よ
り
そ
の

権
利
を
火
し
た
遺
族
　
時
効
日
平
成

1
0年
３
月
3
1日

※
す
で
に
申
請
さ
れ
て
い
る
人
で
、

ま
だ
国
債
が
交
付
さ
れ
て
い
な
い

人
は
、
も
う
し

ば
ら
く
お
待
ち
く

だ
さ
い
。

問
援
護
課
社
会
係

℡
３
・
7
3
4
7

番

３
月
定
例
市
議
会
開
催
予
定

平
成
1
0年
松

戸
市
議
会
３

月
定
例
会
は
、
３
月
２
日
月

か
ら
2
5日
水
ま
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。

請
願

こ
陳
情
は
、
２
月
2
0

日
（

午
後
５
時
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
傍
聴
さ
れ
る
際
は
、
日
程

を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

商

市
議
会

事
務
局

議
事
課

℡
３
・
7
3
8
2

番

期日 会議予定 主な内容

3/2 ㈲ 招集日・本会議 施政方針・議案説明

3火 常任委員会 補正予算議案審査　Ｉ

5木

本会議

補正予算議案議決

6金

一般質問10火

11（

12 木
常任委員会

予算審査特別委員

会

議案等の審査

平成10 年度各会計

予算議案審査

一 一 一一
16 囲

17 火

19 木

20 金

23 ㈲）

25（ 本会議 議案等の議決

2000 年水質予測および水流予定

清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス

剴一
主
要
事
業

○

松

戸

流
水

保

全

水

路

整
備

事

業

（
平

成
９

年

度

完

成
予

定
）

流
水
保
全
水
路
は
、
水
道
水
源
と

し
て
利
用
さ
れ
る
河
川
に
お
い
て
、

安
全
で
お
い
し

い
水
の
確
保
と
供
給

・
河
川
環
境
の
改
善
の
た
め
に
、
汚

濁
し
た
流
入
河
川
の
水
と
本
川
の
上

流
か
ら
の
き
れ
い
な
水
と
を
分
離
し

て
流
す

た
め
の
水
路
で
す
。

松

戸
流
水
保
全
水
路
が
整
備
さ
れ

る
と
、
今
ま
で
樋
野
口
樋
管
や
赤
玖

樋
門
か
ら
江
戸
川
本
川
に
流
入
し
て

い
た
坂
川
の
水
が
す
べ
て
古
ヶ
崎
浄

化
施
設
に
流
れ
込
み
、

き
れ
い
な
水
と
な
っ
て

江

戸
川
河
川
敷
に
造
ら

れ
た
流
水
保
全
水
路
を

流
れ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
水
の
一
部
は
、
坂
川

の
水
質
改
善
や
流
量
の

確
保
の
た
め
に
循
環
利

用
さ
れ
ま
す
。

○

北
千

葉

導

水
事

業

（
平

成
1
1

年

度
完

成

予

定

）

北
千
葉
導
水
事
業
は
、
手
賀
川
・

坂
川
周
辺
地
域
の
洪
水
を
防
ぐ
と
と

も
に
、
手
賀
沼
や
坂
川
等
の
水
質
浄

化
、
さ
ら
に
水
道
坩
水
・
工
業
坩
水

を
確
保
す
る
な
ど
利
根
川
と
江
戸
川

を
結
ん
だ
多
目
的
導
水
路
（
北
千
葉

導
水
路
）
を
建
設
す
る
も
の
で
、
坂

川
、
坂
川
放
水
路
お
よ
び
新
坂
川
等

の
水
質
浄
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
川
と
同
等
の
水
質
が

求
め
ら
れ
る
北
千
葉
導
水
路
の
保
全

の
た
め
、
富
士
川
等
の
流
人

支
川
を
分
離
し
て
新
坂
川
に

流
入
さ
せ
る
導
水
保
全
施
設

を
建
設
し
ま
す
。

新
坂
川
は
、
北
千
葉
導
水

路
か
ら
の
導
水
と
導
水
保
全

施
設
に
よ
っ
て
、
水
質
改
善

お
よ
び
水
量
の
確
保
が
図
ら

れ
ま
す
。

Ｂ Ｏ Ｄ と は

水中の汚れを微生物が水や二酸化炭素に分

解しきれいにし ます。その微生物が活動する

ためには酸素が必要です。川の汚れは、微生

物が汚れを分解するために必要な酸素の量で

測定し ます｡それをＢＯＤ（生物化学的酸素要

求量）といい、ＢＯＤの数値か大きいほど、

川は汚れていることになります0

75 ％ 値

N個の日間平均値を水質のよい順に並べた

とき、NX  0.75番目にくる数値です。通常で

は、平均値より大きな数値になり ます。

環境基準の評価は75％値で比較し ます。

… … … …… … …… … … … … … … … ……… 1

環 境 基 準 値 1

市内主要地点の水質経年変化（ＢＯＤ）(ＢＯ Ｄ)主要魚種の水質の目安

H6 年度 ｉ Ｈ７年度　H8 年度

扣 以 下

10 以 下

一一 一一 一一

※ ５ 以 下

一一一‥-
10 以 下

２ 以 下

9｡4 （11 ）8.5 （10 ）

15 （ 岬 ）

--一一‥‥ 一一

40 （53 ）

15  (17)

2.4 （3.2 ）

16  (19)

-　 一一一一J-
50  (49)

㎜ ㎜■¬

21 （23 ）

2.1 （3.1 ）

11  C14 厂

■■㎜I¶| ㎜■¬=r-･
18 （22 ）

,･･･ - -=･･= ¶a=I

苣 （5 ﾀﾞ ｜

岬 （22 ） ｜

26 （31 ）
｜

5  (19)

”-=-¶-9 （2∠に

水質観測地点

||・赤圦樋門

列||･さかね橋

| … ……

|| ・ 秋 山 弁 天 橋　　　14  (16)

‥‥･ ‥‥‥‥‥‥-………………- ‥･-一一↓･　　 －

|卜 栗 山 浄 水 場 取 水 口12.4 （2.9 ）

※ ３の環境基準 値は 、上大津川の下流に位 置する大津川の基準値で す。

～

～

生息に必要な水質

(BOD:mg/6)

底賈

(河道材料)

ヤマメ・アマゴ ～2

～3

石ころ ・砂と小石

石ころ ・砂と小石サケ

アユ・ウグイ 3～5
石ころ ・砂と小石

など

コイ・フナ ～10 砂と小石・泥など

｜



広報ま つ ど1998 年(平成10年)2月5日

催
し

物

耳

の

日

ま

つ

り

３
月

１
日

㈲
午
前
1
0
時
～
午

後
４

時

会
場

市

民
会

館

内

容

①
午
前

1
0時
か

ら

映
画

「
ど

ん

ぐ

り

の
家

」

（
字

幕
付

き
）

②

午
後

１

時

か

ら
福

石

幸

紀
氏
記

念

講
演

「
我

が
手

話

落

語

人

生
サ

③
そ

の
他

ア
ト
ラ

ク
シ

ョ

ン

・
福
引

・
福

祉
機
器

展
示
　

費
用

小

学

生
五
百

円

・
中
学

生
以

上
二
千

円

（
前
Ｊ
冗
り
は
弁
当

付

き
）

※
保

育
室

、
手
話

通
訳

あ
り

匣

フ

ァ
ク
ス
で
手

話

サ

ー・
ク
ル

ゆ
う

か
り

の
会

・
人

久
保

℡
剛

顫
・
5
1

6
2

番

ま

た

は

松

戸

市

ろ

う

あ

協

会

・
関
口

挺
3
4
2・
3
1
0
9

番

へ

矢

切

公

‘民

館

合

同

音

楽

祭

２

月
!
5口

日

午
前
1
0一
時
開

演
　

内

容
小

唄

・
合
唱

・
琴

・
オ

カ
リ
ナ

演

奏

な
ど
　

費

用
入

場

無
料

問

矢
切
公

民
館

℡
3
6
8
・
1
2
1
4

番

松

戸

市

書

道

展

２

月
1
7
日
（

～

３

月

ジ

ー
日

㈱

（
Ｓ

日

月
を

除

く
）

午
前
1
0
時
～

午
後

６
時

（
最

終

日

は
午
後

４
時

ま
で

）
　

会
場
文

化

ホ

ー
ル
　

内
容

漢
字

・
か

な

・
近

代

詩
文

・
て

ん
刻

・
刻

字
な

ど
　

費
用

人
場

無
料

問

社
会

教
育

謀
市

民
文
化

係
ｔ
3
6
6・

7
4
6
2

番

大

谷

口

歴

史

公

園

と

広

徳

寺

見

学

会２

月
８

日
㈲

午
前
1
0
時

北
小

金
駅

北
口

集
合
（
雨

天
中

皀
）
、
正

午

解
散

予

定
　

内

容
社

会
教

育
課

文
化

財
係

職
貝

の
説
明
を

聞

き
な

が
ら
約

二
い

の
コ

ー
ス
を
歩

く
　

春
用
三

百

円

巫

当
日

集
合
場

所

で

鵞

松

戸
史

談
会

・
神
尾

ｔ
3
4
1・
2
4

5
8

番

生

き

が

い
づ

く

り

ゴ

ー

ル
デ

ン

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

３
月
2
9日
日
正

午
～
午
後
４

時

会
場
市
川
市
市
民
会
館

対
象
お
お

む
ね
六
十
歳
以
上
の
人
　
定
員
先
着

六
百
人
　
内
容
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
　
講
師

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー

・
小
川
宏
氏
　
費
乕

無
料

圃

３
月
1
0日
（

〔
必
着
〕
ま
で
に
、

（

ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
・

氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
記
入
し

て
、
干
釼
1
0
0
2
6

千
葉
市
中

臾

区
千
葉
港
四
の
三
県
老
人

ク
ラ
ブ
連

合
会
叫
鵬
・
2
4
2
・
4
9
4
6

番

（
ｔ

㈲
・
諧
・
4
9
0
4

番
）
へ

※
定
員
を
越
え
た
場
合
の
み
後
日
連

絡
し
ま
す
。

障

害

児

と

と

も

に
楽

し

む

コ

ン

サ

ー
ト

２
月
1
4日
土
午
後
２
時
開
演

〒

時
洳
分
開
場
）
　
会
場
常
盤
平
市
民

セ
ン
タ
ー
　
出
演
テ
ノ
ー
ル
＝
高
橋

寛
、
み
ゅ
～
じ
館

費
用
五
白
円
（
障

害
児
者
は
無
料
）

鸚
障
害
者
問
題
研
究
会
松
戸
サ
ー
ク

ル
・
金
田
ｔ
3
4
5
・
9
3
8
0

番

と

も

し

び

読

書
会

２
月
1
9日
木
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

テ
キ
ス
ト
辺
見
庸
著
「
も
の
食
ラ
人

び
と
」
　
費
用
三
百
円

惠
電
話
で
徳
島
ｔ
3
8
8
1
8
8
0番
へ

｢松戸の文学散歩｣バスハイク

野
菊
の
墓
文
学
碑
を
見
学

星
を

見

る

会

２
月
2
1日
出

午
後
７

時
～
８

時
3
0分

会
場

Ｏ

市
民
会
館
屋
にに
　
　
　
　
　
ｙ

．

内
容
す

ば
る
・

冬
の
星
座
等
を
望
遠
鏡
で
観
望
（
雨

天
・
曇
天
時
は
ド
ー
ム
内
で
の
星
空

解
説
の
み
）
　
定
員
先
着
八
十
人

費

用
無
料

圃
電
話
で
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
室
℡
3
6
8
・
1
2
3
7

番
へ

松

戸

市

自

転

車
駐

輪
場

を

考

え

る
集

い

２
月
1
5日
㈲
午
後
１
時
丿
分
～
４

時
洳
分

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ま
つ
ど
　
内
容
あ
な
た
に
と
っ
て
自

転
車
と
は
？
市
民
生
活

の
中
で
の
自

転
車
の
役
割
と
駅
前
駐
輪
場
問
題
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
　
費
用
二
百
円

（
資
料
代
）

問
松
戸
駅
に
賍
輪
場
を
つ
く
る
会
・

向
井
℡
3
6
3
・
3
9
0
8

番

松

戸

村

立

雑

学

大

楽

２
月
1
5
日

㈲
午

後
２

時
～
３

時
3
0

分

会
場
サ

ン

ヨ
ー
ホ

ー
ム

（
八
柱

サ

ン
セ

ッ
ト
通

り
）
　

テ
ー

マ
モ
ノ

ク

ロ

ー

ム
映

像

の

魅

力
　

講

師

写

真

・
映
像

・
音
楽

研
究

家

・
中

鉢
哲

雄
氏
　

費
用

無
料

問

金
本
（
サ

ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
内

）ｔ

蔘

0
2
2
1

番

ち
び

っ

こ

探

検

学

校
ヨ

囗
ン

島

３
月
５
日
水
～
４
月
１
日
水

宅

泊

八
日
〕
　
会
場
鹿
児
島
県
与
論
島

対
乖
小
学
三
年
～
六
年
生
　
内
辧
在

口
外
国
人
小
学
生
と
共
同
生
活

定

員
四
百
六
十
人
　
費
用

十
万
九
千
円

※
２
月
2
1日
土
（
代
々
木
）
、

３
月

１
日
㈲
（
霞

が
関
）
に
説
明
会
が

あ
り
ま
す
。

問
諦
国
際
青
少
年
研
修
協
会
ｔ
0
3・

３
３
５
９
・
8
4
2
1

番

松

戸

北

子

ど

も

劇
場

低

学

年

例

会

「

お

話

が

い
っ

ぱ

い
」
（

い

ち

ょ

う

座

）

２
月
1
5日
日
①
午
前
Ｈ
時

誚
分
～

午
後
Ｏ
時
3
0分
②

午
後
２
時
～
３
時

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

朗
読
劇
「
歯
の
痛

い
ワ
ニ
」
「
エ
ン

と
ケ
ラ
と
プ
ン
」
な
ど
六
作
品
　
費

用
三
千

三
百

円

問

松
戸

北
子
ど

も
劇
場
・
松

杆
ｔ
3
4
7

4
4
4
6

番
（
壬

剛
1
0時
～
午
後
５
時
）

歌

声

サ

ロ
ン

２
月
1
4日
土
午
後
２
時
～
３
時
1
5

分

会
場
サ
ロ
ン
ひ
ぐ
ら
し

（
日
暮

六
の
九
七
）
　
内
容
ピ
ア
ノ
に
合
わ

せ
て
シ
ヤ
ン
ソ
ン

ー
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

ど
を
粁
で
歌

つ

定
員
先
着
二
十
人

程
度
　
費
用
千
円
（
飲
み
物
付
き
）

問
後
藤
℡
０
４
７
１
・
7
6・
2
2
8

2
番

借
地

・

借

家

の

無
料

相

談

２
月
1
3日
（

午
後
１
時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

問

松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
谷
ｔ

謁
・
りａ
ｒａ
４
８
番

／一
心

皿

」
　竃

ざ

哘

図

書

館

市

民

講

座
（
児

童

文

学

講

座

）「
絵

本

の

楽

し

い

与

え

方

」

２
月

部
日

水
午

前
1
0
時
～
正

午

会

場
女
性

セ
ン

タ

ー
ゆ
う
ま

つ

ど

講
師

兀
Ｎ

Ｈ
Ｋ

幼
児
番

紙

デ
ィ
レ

ク

タ

ー
・
五
十

野
惇

氏
　

定
員
先

着
五

十
人
　

費

用
無

料

奈
保

育
あ
り
（
二

歳
以

上
十

人
ま

で
。

お

や
つ
代
百

円

か
必
要

）

申
２
月

５
日
木
（
怎

剛
９
時
Ｊ
分
～

午

後
５
時
）
か
ら
、
電

話
で
市

立
図
書
館

市
民

講
座
係

℡
莇
・
5
1
1
5

番

へ

書
暹

講
習
会
「
実

用
書

と
小
作
品
」

３
月
８
日
襾

午
前
1
0時
～
午
後
３

時

会
場
市
民
会
館

内
容
実
用
に

即
し
た
書

（
毛
・
硬
筆
含
む
）
と
小

作
品

の
制

作
　

定
員
先
着
五

十
人

費

用
千
五
百
円

圃
電
話
で
松
戸
書
道
教
育
連
盟
・
余

語
ｔ
茹
・
4
5
3
0

番
（
午
後
８
時

～
９
時
）
　へ

2/25 團、3/4休）、各午前9時20 分市立図書館

本館前集合（雨天決行）、午後O時30 分帰着予

定　コース江戸川～矢切の渡し～野菊の墓文学

碑～子和清水～東漸寺ほか　定員各24 人（抽

選） 費用無料

［哨2/13 閙〔必着〕までに、往復ハガ牛に希望

日・住所・氏名・年齢･ 電話番号を記入して、

12ﾜ1-0092 松戸市松戸2060 市立図書館（fl

365-5115 番）へ

社

会

福
祉

施
設

就
労

入

門

講

座

「

短

期
コ

ー
ス

」

講
義
２
月
Ｓ
日
土
午
前
1
0時
～
午

後
４
時
　
施
設

実
習
３
月
３
日（

～

５
日
木
の
う
ち
の

．
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時

会
場
船
橋
車
７
央
公
民

館
（
実
習
は
県
内
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
）
　
対
象
社
会
福
祉
施
設
に

就
職
を
希
望
す
る
四
十
歳
ま
で
の
人

窖

貝
先
着
三
十
人

費
用
無
料

隰
電
話
で
千
葉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ

ー
℡
砌
・
2
4
8
・
1
2
9
4

番
へ

県

開

放

講

座
「
パ

ソ

コ

ン

入

門

」

２

月

３
日
（

～
2
7
日

働
（
全

五
回
）
、

午

前
９

時

丿
分

～
午

後
４

時

洳
分

会
場

明
生

情
報

ビ
ジ
ネ

ス
専

門
学

校

内

容
イ
ン

タ

ー
ネ

ッ
ト

の
操
作

、
ワ

ー
プ
ロ
と
表

計
算

定
員

四
十

人（
抽

選

）
　

費
用

教
材
費
一
．千
円

圃

２

月
1
6
日

月

〔
必

着

〕

ま

で

に
、

（

ガ
キ
ま
た

は

フ
ァ
ク

ス
で
住

所

・

氏
名

’
年
齢

・
職

業

・
電

話
番

号

を

記

入

し

て
、

〒

謳
－
0
0
3
4

松

戸

市

新

松
戸
四

の
二

の

一
明
生

情
報

ビ

ジ
ネ

ス
専

門
学
校

開
放

講
座

係

因
3
4
6

・
4
1
6
6

番

（
ｔ
3
4
1・
5
8
8
8

番

）

へ

21世紀の森と広場パークセンター催し物

行 事 名 日 時 講 師 定 員

みどりの講習会

｢ハープのある

楽しい暮らし｣

2/21土

午後1時30分～

3時30分

ハープ 研究家・

桐原春子氏
80人

園芸教室

｢3 ぺ 月の園芸作業]

2/22(1日)

午後1時30分～3 時

みどりの相談員･

渡辺重吉郎氏
40人

こども自然体験

2/28CU

午後1時30分～

3時30 分

自然解説員・
しゅとう首藤美恵子氏・

前園泰徳氏

小学生

20人

みどり の講習会　☆

｢春を呼ぶ

フラワーアレンジメント｣

3/1 (B)

午後1時30分～

3時30 分

フラワ ーインス

トラクター・

常光賀世子氏

24人

…－

40人
園芸教室

厂春まき草花の育て方］

3/8(Eﾖ)

午後1時30分～3 時

みどりの相談員･

渡辺重吉郎氏

熟

年

男

性
の

料

理

教

室

２
月
1
7日（

～
1
9日
水
、
午
前
1
0

時
洳
分
～
午
後
１
時
3
0分
　
会
場
市

民
会
館

対
象
市
内
在
住
の
六
十
歳

以
上
の
男
性
（
こ
の
料
理
教
室
に
初

め
て
畚
加
し
、
三
日
間
と
も
出
席
で

き

る
人
）
　

定
員
三
十
人

（
抽
選

）

費
拑
千
円

市民大学講座「地球環境を考える」

費用無料( ☆印のみ材料費2,000円)

匝庵話で八一タセンター℡345-8900 番(各先着順)へ

兩
２
月
1
0日
（

〔
必
着
〕

ま
で
に
、

（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

・
電
話
番

号
一
年
齢
を
記
入
し
て
、
干
票一
1
0

0
9
1
松
戸
市
本
町
一
四
の
二
第
一

生
命
ビ
ル
内
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議

会

「
熟
年

男
性
の
料
理

教
室
」
係

（
℡
3
6
8
・
0
5
0
3

番
）
へ

＼ 期日 時間 テーマ 内 容 講 師

第
１

講

2/27（

支
７で
品
回

熱帯雨林伐

採が地球に

与える影響

・なぜ熱帯雨林は保護され

なければならないのか

・マレーシアでの現状につ

いて

東京工業大学総

合理工学研究室 一

河添靖宏氏

第

２

講

3/6 金
南極から見

た地球環境

・オyﾝﾎ づﾚ と南極の関係

・温室効果ガスによる地球

温暖化と海面上昇

国立極地研究所

名誉教授・

川口貞男氏

第

３

講

13金

異常気象に

ついて考え

る

・エルニーニョ現象とは

・水不足はなぜ起こる

・天気と景気のはなし

気象大学校教授･

村松照男氏

第
４

講

20㈹

日本の公害

経験と途上

国への環境

技術移転
一一

・公害問題克服のために日

本がし た努力

一途上国への環境技術移転

に関する事例

東京工業大学総

合理工学研究室･

河添靖宏氏

会場女性センタ ーゆう まつど　対象 市内在住・在勤・在学者　定員50

人 （先 着順） 費用無料

匝躓 話で矢切公民館≪368-1214 番へ （月曜休館）

蝙報

y ず亠丿屬
※ タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

市役所の代表電話は……366-1111 番
代表ＦＡＸは……363-3200 番

(( 松戸市の市外局番は047 番です)ｊ



広報ま つ ど1998 年(平成10年)2月5日

ス

ポ
ー
ツ

健

康

体

操

リ

ー

ダ

ー

講

習

会

３

月
７
日

・
1
4日

・
2
8日

の
各
土

曚
日
（
全

三
回

）
、
午
前
1
0
時
～
正

午

会
場

運
動
公

園
体
育

館

・
競
技
場

対
象
健

康
体

操
に

関
心

の
あ
る
人

定
員
先

着
七

十
人
　

費
乕

無

料

巫

２

月

丿
日

嵐
ま
で

に

、
電

話
で

ス

ポ
ー
ツ
課

℡
3
6
3
・
9
2
4
1

番

へ

シ

ョ

ー

ト

テ

ニ

ス

教

室

２

月
1
4
日
～
４

月

５
日

の
第
一
丁

四

上

曜
日

（
全

六

回
）
、

①
午

前

９

時
～
1
0
時
1
5
分

（
四
歳

児
～
小

学

一

年

生
ご

②
午

前
1
0
時
1
5
分
～
1
1
時

匐

分

（
小

学
二
年

～
四
年

生

）
　

会

場

栗

ケ
沢
小

学

校
体
育

館
　

定
員
先

着

①

二
十
人

②

六
十
人
　

費
用

二

千

五

百
円

（
保

険
料

を
含
む

）

圃

２
月
1
0
日
火
〔
必

着
〕
ま
で

に
、
往

復
（

ガ

キ

に

住
所

・
氏

名

・
学
年

・

返
信

用

の
あ
て

名
を

記
人
し

て

、
干

2
7
0

－
0
0
2
1

松

戸

市
小

金

原
二

の

一
、〇

の
二

四
千

葉
県

テ

ニ
ス
協

会
ジ

ュ

ニ

ア
委

員

会

・
飯

島

徳
子

（
ｔ

諞
・
3
2
3
2

番

）

へ

ト

レ

ー
ニ
ン

グ

機

器

操
作

講

習

会
２
月
1
4日
土
午
後
１
時

丿
分
～
３

時
誚
分

会
璢

青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館

対
象
十
五
歳
以
上
の
人
（
三

十
歳
未
満
の
人
を
優
先
）
　
定
員
先

着
二
十
人

持
ち
物
運
動
着
・
上
履

き
　
費
兩

無
料

巫

電
話
で
青
少
年
会
館
ｔ
3
4
4
・
8
5

5
6
番
へ

雪

に

親

し

む

会
　
（
ス

キ

ー

）

３
月
2
6
日
木

午
後
1
0
時

伊
勢

丹
松

戸

豈

剛
集
合

、
３
月

３
日
日

午

後
９

時
帰
着

予

定
　

行
き

先
山
形

県
蔵
王

ス
キ

ー
場
　

定
員
先

着
三

十
八
人

費

用
人
人
三

万

九
千

八
百
円

、
小

人

（
小

学
生
以

下
）

三
万

六
千

八
一
白
円

（
往

復
ハ

ス
代

・
宿
泊

費

・
保
険

料
）

※
了
ど

も

の
一
人

で

の
参

加
は
小

学

四

年

生
以
上

問

松

戸
市

ス
キ

ー
連
盟

こ
咼
橋

℡
3
6
2

・
1
8
0
0

番

（
日

曜

、
祝
日

を

除

く
午
前

９
時

～
午

後
７
時

）

保
健
・
衛
生

酒

の

悩

み

ご

と

相

談

・
家

族

教

室
２
月
1
2日
木
・
2
6日
水
午
後
１
時

3
0分
～
４
時
丿
分

会
場
松
戸
保
健

所

内
容
ア
ル
コ

ー
ル
問
題
を
か
か

え
た
人
や
家
族
を
対
象
に
専
門
医
師

と
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
・
保
健
婦

に
よ
る
相
談
　
費
用
無
料

車
電
話
で
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福

祉
班
ｔ
3
6
1
・
2
1
2
1

番
へ

愛

の

献

血

（
松

戸

東

ラ

イ

オ

ン

ズ

ク
ラ

ブ

）

２
月
1
3日
（

午
前
1
0時
～
午
後
４

時

会
場
ダ
イ
エ
ー
新
松

戸
店
前

問
健
康
課
ｔ
３
・
7
4
8
7

番

健

康

懇

談

会

２
月
1
7‘日
（

午

後
４

時
1
5分

～

５

時
4
5分

会

場
新

松
戸
市

民

セ
ン

タ

ー
　

内

容
親
子

で

学
ぶ

ア
レ

ル

ギ
ー

へ
の
対

応
　

定
員
当

日
先

着
五

十

人

費

拑
無

料

問

愛
内

科

ク
リ

ニ

ッ
ク

℡

鏥
・
4
8

1
7

番

市

民
テ

ニ

ス

大

会

（
硬

式

）

種 目 （シングル） 期　日 会場 費 用

予

選

本

戦

一般男子 3/22 珍29（

栗ヶ

沢
公
園
庭
球
場

１人

1,500 円

一般女子

壮年男子(35･40 イ5･

50･55･60･65･70 歳
以上)

4/5(0)、5/5祝

壮年女子(4045･50･

55･60 歳以上)

一般男女
5710(H)

予備日6/28(1日）

圃

２
月
2
8日
土

〔
必
着
〕
ま
で
に
、

所
定
の
中
込
用
紙
で

〒
2
7
0

－
0
0
2

1
松
戸
北
郵
便
局
私
書
箱
十
二
号
松

戸
市
テ
ニ
ス
協
会

∴
平
木

（
℡
誣
・

4
1
1
2
番
）
へ

※
申
込
用
紙
・
大
会
要
綱
は
、
九
十

円
切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

赤

十

字

救

急

法

講

習

会

３
月
３

日
（

～
６

日
（

（
最

終
日

は
検

定

日
）
、
午

前

８

時

丿
分
～

午

後

４
時

洳
分

会
場

成
田

赤

土

子
柄

院

定

員

先

着
三
十

人
（
全
日

程

に

参

加
で

き

る
人
）
　

内
容

急

病
人

や

け

が
人

を
正

し
ぐ
救

助
す

る

た
め

の

応

急
手
当

て
　

費
陌

教
材
費

二
千
円

奈
修
了

者
に

は
講

習
修
ｒ

証

を
交
付

し
ま

す
。

匣
（

ガ
キ

に
「
救
急

法
３

月
３

日
～

３

月
６
日

」
　・
住
所

・
氏

名

・
生
年

月

日

・
電
話
番

号

・
勤
務

先

等

（
学

校

名

・
会
社

名
）

を
記
入

し

て
、

干

誣
－
0
0
4
1

成
田

市

飯
田

町

九

〇

の
一
成

田
赤
十

字

病
院
医

療

社
会
事

業

部

（
ｔ

０
４

７
６

・
２

・
2
3
1

1
番

）

へ

ナ

イ

タ

ー

テ

ニ

ス

教

室
（
硬

式

）

４
月
～

Ｈ
月

の
毎

週
日

・
月

・
金

曜
日

の
希

望
曜

日
（
週

一
回
）
、
乍
十後

７

時
～
９

時

会
場

忿
ヶ

作
公
園

庭

球

場
　

対

乖

市
内
在

住

・
在

勤

の
人

費
用

一
万

八
千
円
（
保
険

料

を
含
む
）

圃

３
月
５
日

水
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往
復

（

ガ
キ

に
住
所
・
氏

名
・
電

話
番
号
・

希

望

曜
日
（
第

三
希

望

ま

で
）
・
返

信

用

の
あ

て
名

を
記

入

し

て
、
〒

謳
－

0
0
2
1

松

戸
北
郵

便

局
私

書

箱
十

二

ひ

松

戸

市

テ

ニ

ス

協

会

・
平

木

（
ｔ
3
3
0
・
4
1
1
2

番

）
へ

春

季

軟

式

野

球

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

３

月
１

日

㈲
～

４

月
５
日

仰

の
毎

週
日

曜
日

、
午

前
９

時
～
午

後
５

時

会
場
舌

ケ
崎

グ
ラ

ウ
ン

ド
　

対
象

ク

ラ
ブ
チ

ー
ム
　

定
員

先
着

六
十
四

チ

ー
ム
　

費

用
一
チ

ー
ム

匸
力
五
千

円

※
２

月
2
2
日
月
午

後

６
時

か
ら
森

の

ホ
ー
ル
2
1で
抽
選
会
を
行

い
ま
す

。

巫

２
月
1
5
日

㈲
午
前

９
時

～
午

後
５

時

に
直

接
小

笙
原
市

民
セ

ン

タ
ー
へ

問

松

戸
リ

ー

グ
連

盟

・
佐

々
木

℡
錮

・
7
7
4
3

番

軽スポーツ教室

教 室 名 日 時 会 場 問い合わせ

インディアか

ダーツ

2/8（

午後1畤～3時
常盤平体育館 ，体則 語 委員

長 芦

Q389-8 ∠囗5番

グラウンド・

ゴルフ

2/15日

午前9時～正午

新松戸jﾋ小学校

校庭

体育指導委員･松本

℡34卜8820 番

ラージボール

卓球

2/15（

午前9E嵜へJ正午

新松戸西小学校

体育館

ま 竺尸|
ソフト

バレーボール

体育指導委員･加藤l

O343-9830 番

インディアカ
体則 語 委員 梶野

℡342-2602 番

バドミントン

☆

2/15(1日)・22(EI

午前9 時～正 午

高木第二小学校

体育館

-

体育指導委員 一山方

t387-9009 番

健
康
づ
く
り
実
践
講
座
「
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ヨ
ガ
」
手
軽

に
ス
ト
レ
ス
解
消

２

月

３

日

（

午

前
1
0

時

～

正

午

会

場

健

康

増

進

セ

ン

タ

ー

内

容

講

話

と

実

技
　

講

師

東

京

ヨ

ガ

セ

ン

タ

ー

理

事

は
な
り
た
か
し

長

・
羽

成

孝

心と体の健康に試し てみませんか

氏

宙

貝
先
着
七
十
人

持
ち
物
バ

ス
タ
オ
ル
（
動
き
や
す
い
服
装
で
）

費
兩

無
料

申
直
接
ま
た
は
電
話
で
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
ｔ
3
6
8
・
1
8
1
1
4番

へ

費用無料（☆印のみ保険料mo 円）

匝］当日会場で

小

学

四

年

、

六

年

、

中

学

二

年

の

予

防

接

種

は

済

み

ま

し

た

か

日

本
脳

炎
は
小

学
四

年

生
と

中

学

二
年

生
で

、
Ｄ

Ｔ
（
注
）

第

二
期

は

小

学
八

年

生
で

乳
幼

児

期
の

追
加

接
種
と
し
て

受
け
ま

す
。

風

し
ん

の
予

防
接

種

（
中

学
二

年

生
）
は

男
子
も
対
象

で
す

。

対

象
者

に
は

、
平
成
９

年
５

月
に

通
知

を
し

ま
し
た

が

、
転
入

・
紛
失

等
で

予
診

票
の

な
い
人
（
裹

１

）
は

、

直

接

各
保

健
セ
ン

タ

ー

・
各
支

所
の

市
民

健
康

相
談

室
窓

口
か

、
ま
た

は

ハ

ガ

手
記
入

例

を
参

照
し
て

申
し

込

ん
で

く
だ

さ
い

。

覬

保

健
衛
生

課
予
防

衛
生

係
ｔ
3
6
6・

7
4
8
4

番

福
祉

施

設

等

合

同
求

人

説
明

会

２
月
1
4日
（

午
後
Ｏ
時
洳
分
～
３

時
丿
分

会
場
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ツ
カ

モ
ト
芙
蓉
の
問
（
千

葉
市
）
　
対
象

県
内
の
社
会
福
祉
施
設
等
へ
就
職
を

希
望
す

る
人
　
内
容
各
施
設
の
職
員

に
よ
る
個
別
面
談
　
費
乕

無
料

※
中
し
込
み
不
要
、
直
接
会
場
へ

罸
千
葉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
℡
叩

謌
・
1
2
9
4

番

働

松

戸

市

福

祉
公

社

非
常

勤
職

員

を

募
集

職
種
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
　
採
用
人

員
二
十
人
程
度
　
資
格
介
護
福
祉
士

ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修

を
除
ぐ
）

※
２
月
1
4日
土
午
前
1
0時
か
ら
福
祉

公
社
で
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

問
鱇
松
戸
市
福
祉
公
社
（
総
合
福
祉

会
館
内
）
ｔ
3
6
8
・
2
9
4
1

番

表 １

次 の学 年( 対象 年齢) で予診 票 のな

い人 は、申し込 みをしてくだ さい。

夸小学４年生以上13 歳未濟iで、日本

脳 炎第2 期 を受けてい ない 人

令yj俘6 年生以上13歳未 満で、DT

第2 期 を受 けてい ない人

分中学2 年生以上16 歳未満 で、日本

脳炎第3 期・風 しんを受けてい な

い人

ハガ キ記 入例

・Ｔともの生年月[匚

(学年)　　　 Ｉ

・電話番号　　　 ｜

注DT= ジフテリア、破傷風

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

嘱

託

職

員

募

集

仕

事
内

容
人
形

劇

や
紙
芝

居
な

ど

の
製

作
と

上
演
　

対
象
二

十
歳

上

二

十
五

歳
位

の
人
　

募

集
人
員

一
人

勤

穗
匕
時
火
曜

～
金
曜
口

午

前
９
時

～
午

後
５

時

待
遇

時
給

七
百

七
十

円

（
賞
与

あ
り

・
交
通

費
支

給

・
社

会

保
険
加

入
）
　

採
用
４
月

１
日

※
面

接
日

時

は
２

月
2
1
日
出

午
前
９

時
丿
分

か
ら

匝

２
月

丿
日

嵐
午

後
４

時

ま

で

に
、

直

接
ま
た

は
郵

送
で
履

歴
書

兄

貴

添
付

）
と
作

文
「
応

募

の
理
由
」
（
八

百

字
程

度

）

を

〒
2
7
0
－
0
0
3
5

松

戸
市

新
松

戸
南
二

の
二

諾
松

戸
市

お

は

な
し

キ
ャ

ラ
ハ

ン

（
ｔ

剔

・
3
0

3
7

番

・
火
曜

～
土
曜

日

の
午
前

９

時

～
午

後
５
時

）
へ

元旦号ナンクロクイズの正解は「トクガワヨシノブ」

東

京

都

消

費

生

活

モ

ニ

タ

ー

（
昼

間

都

民

）

を

募

集

対

象
４

月
１

日
現

在
、

二
十

歳
以

上
で

都
外

に
居
住

し
、

都
内

に
通
勤

ま
た

は
通
学

し
て

い
る
人

（
公

務
員

お
よ

び
経

験
者
を

除
ぐ

）
　

内

容
ア

ン

ケ
ー
ト

の
回
答
（
年

八
回
程
度

）
・

会
合

へ
の
出

席
（
年
一
白

程
度

）
・
消

費
者

行
政

に
関
す

る
意
見

・
要

望
等

の
提

出
な

ど
　

仟
期

４
月

１
日
～
1
1
1
1

一

年
３

月
3
1日
　

定

員

白
五

十
人

謝

礼

ア
ン
ケ

ー
ト
回

答

一
回
ま
た

は
会

合
出

席

一
回
に

つ
き
千

七
百
円

程
度

圃
２

月
2
2
日
日

〔
消
印

有
効

〕
ま

で

に

、
往
復
（

ガ
キ
に

「
毎
日

の
く

ら

し

の
中
で

思
う
こ

と
卜

氏

名
（
ふ
り

が
な

）
・
年

齢

・
性

別

・
職

業

・
モ

ニ
タ

ー
経

験

の
有

無

・
住
所

・
電

話

番
号

・
勤

務
先

ま
た

は
学

校
名

（
住

所

と

電
話

番

げ

も

）
・
外

国

籍

の
場

合

は
国

籍

を
記

人

し
て

、

干

圓
－
8

0
0
1

軍

只
祁

新
宿
区

丙
新

宿
二

の

八

の

一
束

只
都

生
活
文

化
局

消

費
生

活

部

企
両

調

整

課

参
加

推

進

係
（
ｔ

0
3
･　）Ｏ
３

８
８

・
3
0
7
1

番

）

へ

広

報
ま
つ
ど

元
日
一
号
ナ
ン

ク
ロ

ク
イ

ズ
に
た

く
さ

ん
の

ご

応
募
あ
り

が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た

。

正

解
千

三

百
六

十

通

（
応

募
総

数
千

三

百
七

十
八

通

）

の

中

か
ら
抽

選
で
Ａ

・
Ｂ

・
○
賞
と

粗
品

を

お
送
り

し
ま

し
た
。

問
広
報
課

℡
涯

・
7
3
2
0

番

※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせてい ただきます。

詣

松
戸
市
竹
ヶ
花
匕
四
の
Ｉ．．

Ⅲ順

松
．－
巾
中
央
似
他
セ
ン
タ
ー
内

ご

保
ｔ

衛
生
課
予
防
衛
生
係

5
0
」

一
～
三
級
課
程

修
了

者
（
市
内

医
療
機
関
、
福

祉
施
設
勤
務
者

お
知
ら
せ
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カ
メ
ラ
を
作
る
こ
と
は

生
き
て

い
る
あ
か
し

写

真
を
始
め
て
約
七
十
年
に
な
る
横

本
止
夫
さ
ん
。

十
五
歳
で
、
写
真
の
技
術
を
学
ぶ
た

め
各
地
の
写
真
館
へ
修
行
に
出
る
。
そ

し
て
二
十
歳
で
自
ら
写
真
館
を
経
営

。

「

写

真

は
平

面

だ

が
、
い
か
に

立

体

的
に
見
え

る
よ

う

に

撮

る

か

が
難

し

い
」

と

言
う

。

戦

時
中

は

無
線

機
工

場

で

軍

用

の

カ

メ
ラ

を
製

造

、
戦

後

は

写
真

館

が

焼
け

て
し

ま

っ
た

の

で
観

光
写

真

を
撮

っ

た
り

、

カ

メ
ラ

製
造

の

ア

ド

バ
イ

ザ

ー

を
し

て

い
た

。
そ

の
こ

ろ

、

時
代

に
合

わ
せ

た

カ

メ
ラ

に

改
良

し
よ

う

と
思

つ
た
が
応
じ
て
も
ら
え
ず
、
そ
れ
で
は

と
自
ら
作

る
よ
う
に
な
る
。
当
初
は
3
5

い
判
を
作

っ
て
い
た
が
、
現
在

は
プ
ロ

用

の
中
判
カ
メ
ラ
が
ほ
と
ん
ど
。

そ
う
い
う
横
木
さ
ん
は
「
普
通
の
力

･ ■.･¶　　 ■■㎜■■■　･ ･'･,-'X　li

児 童 の 健 全 育 成 指 導 者

ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

養 成 講 座

ｉ

ｌ

‐

‐

ｌ

児童の 健全育成を指 導する人や指導 する 予定の人を対 象とし た講 座です。

メ
ラ
は
、
も
の
を
片
方
の
目
で
見
て

い

る
の
と
同
じ
。
私
の
カ
メ
ラ
は
、
両
方

の
目
で
見
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
撮
れ
る

基
本
の
カ
メ
ラ
な
ん
だ
。
仕
上
が
り

が

全
然
ち
が
う
」
と
中
判
カ
メ
ラ
の
魅
力

㎜　　.　 ，’il ｙ丶こｙ` ｆ,ｊ
作業 台 に は 数多 く の 部 品 が並 ぶ

を
語
る
。
横
木

さ
ん
の
カ
メ
ラ

は
す
べ
て
手
作

り
。
き
り
で
ね

じ
穴
を
開
け
た

り
、
糸
の
こ
で

小
さ
な
鉄
板
に

溝
を
入
れ
、
そ

れ
を
組
み
立
て

て
い
く
。
気
の

遠
く
な
る
よ
う

な
作
業
だ
。
部
品
を
作

っ
て
い
く
問
の

緊
張

感
や
、
出
来
Ｌ

か
っ
て
い
く
過
程

の
楽

し
さ

は
た
ま
ら
な

い
。「
で
き

て

し
ま
う
と

ど
う

っ
て
こ
と
な

い
ん
だ
。

自
分
は
ど
れ
く
ら

い
生
き
ら
れ
る
か
分

－

Ｉ

・

定員先着50 人(保育あり2 竰以上20 人 、おやつ代200 円)

剔電話でこども課管理ｲ系S366-7354 番へ

おはなしキャラバン2 月公演

か

ら

な

い
が
、

カ

メ

ラ
は
大

事

に

さ
れ

何

年
も

生

き
続

け

る
。
と

い
う

こ
と

は

、

自

分

が
そ

れ

だ
け

生

き
続

け
た

の
と

同

じ

こ
と

、

そ

れ
は
と

て

も
う

れ

し

い
こ

と

だ
」

と

ほ
ほ

笑

む
。

今
ま

で

何
人

も

の
人

が
、
自

分

も
作

っ
て
み

た

い
と

訪

ね
て

来

た

が
、

実
際

忤

っ
て

み

る
と

か
な
り

難

し
く

、
二

度

と

来

る
こ

と

は

な
か

っ
た

と

い
う

。
し

か
し

、
横

木

さ

ん
の

カ

メ
ラ
を

一

度
手

に
し

た
人

は
二

度

、
二

度

と
訪

れ
、
今

度

は
自

分

だ

け

の
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
カ

メ

ラ
を

頼

ん
で

い
く

。

作
業

台

の
横

の
箱

に
は

、
手

作

り

カ

メ
ラ
を

使
用

し

た

プ

ロ

カ
メ

ラ

マ
ン

を
は

じ
め

、
全

国

の

フ

ァ
ン

か

ら
送

ら

れ
た
手

紙

や
写

真

集

な

ど

が
大

切
に

納

め
ら

れ
て

い
る
。

手
作

り

カ
メ

ラ
は

横
木

さ

ん

に
代

り
、

世
界

中

を
旅
し

て

い
ろ

い
ろ

な
も

の
を

見
て

き
て

い
る
。
ま

る
で

わ

が
了

の

よ
う

だ
。

吐

界

で
た

だ

一

つ
の

、
手

づ
く

り

カ

メ

ラ
を

作

る
横

木

さ
ん

は

「
ほ

か
に

は

絶
対

な

い
も

の
を
常

に

考
え

て

作

っ
て

い
る

。
そ

れ

だ
け

は
自

信

が

あ

る
ね

」

と

話
す

。

若

い
こ

ろ
は

カ

メ

ラ
の

ほ
か

に
も

ア

期　日 会　場 時　間 プ ログ ラム 費 用

2/剱 馬橋市民センター

午後3時～4時 アニメーション 一人形劇

無

5(淞 六実市民センター

6廊 馬橋東市民センター

12W

13銜

松飛台市民センター

稔台市民センター

小金分館

古ヶ畸市民センター

18（ 午後3時～3時40 分 絵本・絵巻物

19W
午後3時～4時 アニメーション・人形劇

料

20銜 小金北市民センター

2衂 図書館本館

明市民センター

午後3時30分～4時

午後3時～4時

絵本・絵巻物

26(木) アニメーション 一人形劇

対象3～9 歳

※図書館利用カードをお持ちにな れば 、本が借りられます。

※電話でおはなしが聞ける｢でんわおはなし キャラハンJｔ377 －0000 番もご利用く ださい。

固 市立図書館ｔ365- 引15 番

イ

デ
ア
品

を
数

多

く
生
み

出

し

、
特
許

を

中
請

し

た
り

、

テ
レ

ビ
で

ア
イ

デ
ア

マ
ン

と

し

て

紹

介

さ

れ

た
り

も
し

た

。

実

用
化

や
金
儲

け

の
た

め
に

や

っ
て

い

る

の
で

は
な
く

、

考
え

て
試

作
品

を

作

る
ま

で

が
好

き
な

の
だ

と

い
う

。

横
木

さ
ん

は
、

毎
日

何

に
も

と
ら

わ

れ
ず
自

然

に

生
き

て

い
る

。
酒

、
た

ば

こ

、

お
茶

と

い
っ
た
嗜

好
品

に

は
一

切

興
味

が

な
く

、
食

事

を
す

る
の

は
体

力

を
維

持

す
る

た
め

。
欲

し

い
も

の
は

何

も

な

い
。

た

だ
一
つ
、毎

日

の
楽
し

み
は
お
風

呂

に
行

く
こ

と

。
帰

っ
て

く

る
と

ま

た

作
業

台
の
前

に

座
り

カ
メ
ラ

を
作

る

。

「
こ

れ

か
ら

も

ど
こ

に
も

売

っ
て

い
な

い
カ

メ
ラ

を
作

っ
て

人

生
を

楽

し
み

た

い
ね

」

と
目

を
輝

か

せ
た

。

（
仲

井
町

在
住

）

森のホール21チケットセンター　　　　Q384-5050 番
布 ・　　　　、、（松戸市の市外局番は047番です）

・ チ ヶ ツ ト カ イ だ ″ 气 錨; 雷

期　日 内　　容 一一会　 場 開演時閤 費　　用

2/  8(1日）
羽田健太郎

ハートブル ーピアノ・ファンタジア
大ホール 午後2時

S席4,000 円

A席3,000 円

24（ 劇団四季ミュージカル

厂夢から醒めた夢」

原作 二赤川次郎　作曲：三木かかし

大ホール

，午後ら時30 分
S席9,450 円

A席7,350 円
B席5,250 円

C席3,150 円
25 水 午後7時

3/ 1(日)
親子舂かぜコン サート

～親子で楽しむオーケストラ演奏会～
大ホール 午後2時

全自由席

1,600円

全指定席

3,000円

(学生2,000円)
13 銜

邦楽鑑賞会　琵琶・箏のし らべ

半田淳子（琵琶）・安藤政繹（箏）・山本
邦山（尺八）ほか出演

小ホール 午後6時30 分

手作りで中判力メラを作っている

横 木 正 夫 さん

瑠 ４

人 気 のピ アニ ス ト 仲道 郁ｲ弋を 音楽 監 督 に 迎え, 内ﾀﾄ の 気鋭 の ア ー ティ ス トと と も

に 各 地 の公 共 ホ ー ル を訪 れ る 期 待 の演 奏 会 で す。

出 演 仲道 郁 代（ピ ア ノ ・音 楽監 督 ），漆 原朝 子 （ヴ ァ イ オリ ン 廴 林 峰夫 （チ ェ ロ）

ほ か　 曲目 シ ュ ー ベ ルト/ 弦 楽三 重 奏 曲 第1 番 ，ブ ラ ー ム ス/ ク ラ リ ネッ ト 三 重奏 曲

ほ か　 会場 森 の ホ ー ル21 大 ホ ー ル　 費 用 全 指 定席3,500 円 （学生1,800 円）

※託児サービ ス（有料 ・要予約）があり ます。詳 細は森のホ ールにお 問い合わ せく ださい。

※学生席は森のホールチケットセンターのみで発売し ます。

○お気軽にご相談＜ださい　２月の相談あんない Ｏ

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス

………≪366-0010 番

平日・午後5 時～翌日午前9 時

休日と土曜･ 午前9 時～翌日午

前9 時

◆夜間急病診療所…S368-3756 番 ：

衛生会館内･毎日午後8時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所　　 ：

………S365-3430 番

衛生会館内･午後8 畤～11時

！

‐

‐

‐

ｊ

―

－

ｉ

ｌ
。

Ｉ

Ｉ

期　日 時　間 内　　　容 会 場 費 用

2/13R
午前9時30 分

～正午

日程説明

子どもと作ろう楽しい工作
女

性
セ
ン

タ

｜
ゆ

う
ま
つ

ど

無

料

16 ㈲

午 前10 時～

正 午

チョツトし た応急饂置の心得と保健室からの一言

20廊 子どもと遊べる楽しい手品

23(月) ぺ一八一クラフト

27窗 懐かしい子どもの世界を楽しむ

3/ 2剛
一一一一一一一一一一一一一一　－　－
幼児 期から 学童 齟の子 ども の発 達につ いて

相談名　　　 期　　 日　　　　 時　　 間　　　 会　 場　　　 圖　　 相談名　　　 期　　 日　　　　 時　　 間　　　 会　 場　　 囿

交通事故

市政･一般

法律相談

(予約制)

税務相談

登記相談

行政相談

住宅相談

外国人相談

t詫ﾘﾌｫｰﾑ

労働 相談

月～全曜日
午前9時～午後5時

市民相談室

※市戸
Ｐ目

伊
特

ご
手

人権相談

第1～第４全曜日

午前100寺～午後３時

市役所相談ｺｰﾅｰ
P 生

係　 局

午前8時30分～午後5時 次回は〔3/3W 〕 小全支所

毎週月･火･木曜日 午後１時～５時

市

役
所

相
談

コ

｜
ナ

｜

次回は〔3/4團〕 常盤平支所

第１月曜日 午前９時～正午 次回は〔3/4 (*)〕 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

第２全曜日 午後1 時～５時 5團 小全原市民ｾﾝﾀｰ

第３全曜日 午後１時～４時30分 |※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(℡363-6278番)でも行っていますo

第２・第４月曜日 午後1 時～3 時
心

配

一

と

相

談

ゆうまつど

こころの相談

女性就業相談

女性パート

労働相談

就学相 談

(予約制)

教 育相談

(予約制)

青少年相談

第1～第４全曜日

午前10a寺～午後３時

市役所相談ｺｰﾅｰ

社Ｕ毎週水曜日 午前10時～午後４時 次回は〔3/2㈲〕 馬橋支所

第２・第４火曜日 午前９時～正午 次回は〔3/3W 〕 六実支所

第３水曜日 午前10時～午後４時 住宅課 次回は〔3/3W 〕 小全支所

第１・第３月曜日 刹 齠 時～５時 商工観光

課労政係

18團 常盤平支所

|※側動相談は東葛飾支庁商工労政課(℡361-4089番)でも行っています。 18嬾
新松戸市民センター

巡

回

年

金

相

談

消費生活相談

育 児 相 談

{すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)

一
次回 は 〔3/3W 〕

午前徊 寺～㈲ 麦３時

常盤平支所
※ 国

司

５宋・19 木 小金原市民ｾﾝﾀｰ

6蚩 小全支所 第１～第 ３月曜日 午前10時～午後４時 女性センタ ー

(相談室直通)

0363-0505 番

10火 小全原支所 第４月曜日 午後1時～フ時

13窗 馬橋支所 火･全曜日 午前10時～午後４時

17火 六実支所
次回は〔3/3（ 〕 午後1時30分～4時30分

女性センタ ー

℡364-8778 番
20(全) 新松戸支所

月～全曜日
午前９時～正午

刹 釦砌o 分～御細 分

教 育 研 究 所

S366-7461 番

24火 矢切支所

27嵐 東部支所

月～全曜日 午前9 時～午後4 時
消費生活センタ ー

℡365-6565 番

月～全曜日 午前8時30分～午後5時
北松戸保育所

℡367-4646 番
月～全曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少年 センター

℡363-7867 番
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